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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

第
15
回
Ｎ
Ｙ
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
公
演
カ
ジ
キ
ズ
・
シ
ョ
ー

が
６
日
開
催
さ
れ
た
。
日
本
文

化
や
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
演

出
で
日
本
か
ら
多
く
の
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ナ
ー
が
来
米
し
た
。

　

ま
た
、
翌
７
日
午
後
１
時
か

ら
国
連
本
部
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー

ム
で
日
本
国
連
加
盟
70
周
年
記

念
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ス
ピ
ー
チ
と

カ
ジ
キ
ズ
・
シ
ョ
ー
も
行
っ
た
。

出
演
者
は
和
帯
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
（ W

ao bi Ensemble 

舞
、 

関
野
早
也
香
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）、

梶
木
敏
巳
（
司
会
・ 
佐
賀
県

唐
津
市
出
身
、
歌
）、Luna. 

（
歌) 

： 

唐
津
よ
り
出
演
、
ル

ミ
子
＆
隼 

（
歌
＆
太
鼓
） ： 

唐

津
よ
り
出
演
、 Waka Bloom (

着
物
ダ
ン
ス)

、
チ
ー
ム
吉
川

聖
弓 

（
モ
デ
ル
シ
ョ
ー
＆
ピ
ア

ノ
・
サ
ッ
ク
ス
） Symphony 

of life

＝
写
真
＝
な
ど
多
彩
な

顔
ぶ
れ
。

　

観
客
席
だ
け
で
な
く
、
日
本

か
ら
参
加
し
た
出
演
者
た
ち
自

身
も
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

音
楽
の
殿
堂
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー

ル
で
の
出
演
を
堪
能
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
（
19
面
に
関
連
記
事
）

華
や
か
に

カ
ー
ネ
ギ
ー

カ
ジ
キ
ズ
シ
ョ
ー

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
「
消
費
税
免
税
制
度

に
つ
い
て
（
リ
フ
ァ
ン
ド
方
式

へ
の
移
行
）」
と
題
し
た
お
知

ら
せ
を
伝
え
た
。

　

令
和
８
年
11
月
１
日
か
ら
、

消
費
税
免
税
制
度
が
リ
フ
ァ
ン

ド
方
式
に
移
行
す
る
。
こ
れ
ま

で
免
税
購
入
対
象
者
は
、
免
税

対
象
物
品
を
税
抜
価
格（
免
税
）

で
購
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

た
が
、
リ
フ
ァ
ン
ド
方
式
移
行

後
は
、
免
税
対
象
物
品
を
通
常

価
格
（
税
込
）
で
購
入
し
、
出

国
時（
購
入
日
か
ら
90
日
以
内
）

に
空
港
等
（
税
関
）
で
物
品
を

国
外
に
持
ち
出
す
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
後
に
、
免
税
店
等
（
空

港
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
エ
リ
ア
内
の

免
税
店
を
除
く
）
か
ら
消
費
税

相
当
額
の
返
金
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
リ
フ
ァ
ン
ド
方
式

へ
の
移
行
に
伴
う
主
な
変
更
点

は
次
の
通
り
。

・
免
税
対
象
物
品
を
通
常
価
格

（
税
込
）で
購
入
し
、出
国
時（
購

入
日
か
ら
90
日
以
内
）
に
空
港

等
（
税
関
）
で
物
品
を
国
外
に

持
ち
出
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

後
に
、
免
税
店
等
（
空
港
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
エ
リ
ア
内
の
免
税
店

を
除
く
）
か
ら
消
費
税
相
当
額

の
返
金
が
行
わ
れ
る
。

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
非
居
住

者
（
一
時
帰
国
者
）
が
国
外
に

２
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
と
し
て
、「
在

留
証
明
」
及
び
「
戸
籍
の
附
票

の
写
し
」
に
加
え
て
、「
国
外

転
出
者
向
け
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
」
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
ま
た
、「
在
留
証
明
」

及
び
「
戸
籍
の
附
票
の
写
し
」

へ
の
本
籍
地
の
記
載
が
不
要
に

な
る
。

・
国
外
に
引
き
続
き
２
年
以
上

居
住
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
確

認
に
つ
い
て
は
、「
国
外
転
出

予
定
日
（
国
外
定
住
日
）
か
ら

最
終
入
国
日
（
旅
券
の
帰
国

証
印
の
日
付 

）
ま
で
の
期
間
」

で
判
定
さ
れ
る
。

　

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.mlit.go.jp/
kankocho/tax-free/
content/001991772.pdf

を
参
照
す
る
。

　

米
国
税
関
・
国
境
警
備
局（
Ｃ

Ｂ
Ｐ
）
は
10
月
１
日
付
の
運
送

業
者
連
絡
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
通
達

で
、
米
国
入
国
時
の
「
一
次
審

査
（primary inspection

）」
に
お
い
て
、
パ
ス
ポ
ー
ト
へ
の

入
国
ス
タ
ン
プ
（admission 

stamp

）
の
押
印
を
今
後
は
原

則
と
し
て
行
わ
な
い
方
針
を
明

ら
か
に
し
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
（
ビ

ザ
免
除
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
や
ビ
ザ

で
米
国
へ
渡
航
予
定
の
人
が
対

象
と
な
る
が
、
入
国
の
条
件
や

滞
在
可
能
期
間
そ
の
も
の
は
変

わ
ら
な
い
。
二
次
審
査
や
移
民

ビ
ザ
関
連
な
ど
一
部
の
ケ
ー
ス

で
は
引
き
続
き
押
印
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
、
希
望
す
れ
ば
審
査

官
に
ス
タ
ン
プ
を
依
頼
す
る
こ

と
も
可
能
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
。

　

Ｃ
Ｂ
Ｐ
の
通
達
に
は
個
別
の

施
行
日
や
空
港
ご
と
の
導
入
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
記
載
さ
れ
て
お

ら
ず
、
当
面
は
空
港
・
審
査
官

に
よ
っ
て
対
応
が
異
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
入
国
情
報
は
電
子

的
に
記
録
さ
れ
る
。

入
国
ス
タ
ン
プ
を
廃
止

米
国
関
税
・
国
境
警
備
局

後
日
払
い
戻
し
に

日
本
で
11
月
１
日
か
ら
実
施

免税品は通常価格で

　

来
年
5
月
8
日
（
土
）
に
第

6
回
「
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
＆

ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
」
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
13
日
正
式
に
決

定
し
た
。
パ
レ
ー
ド
は
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
・
ウ
ェ
ス
ト
の
81

丁
目
か
ら
67
丁
目
に
か
け
て
南

下
し
、
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
は

隣
接
す
る
西
72
丁
目
で
実
施
さ

れ
る
。

　

主
催
は
非
営
利
団
体
ジ
ャ
パ

ン
デ
ー
・
イ
ン
ク
で
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
の
協
力

を
得
て
開
催
さ
れ
る
。
主
催
団

体
名
誉
会
長
の
片
平
聡
在
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
・
大

使
は
「
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
最
も
重
要

な
日
本
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ

へ
と
成
長
し
て
き
た
。
こ
れ
ま

で
本
イ
ベ
ン
ト
を
支
え
て
こ
ら

れ
た
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力

に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
培
わ
れ
て
き
た
経
験
が
次

世
代
へ
と
引
き
継
が
れ
、
新
た

な
体
制
の
下
で
更
に
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
話
す
。
今
年
の
主
催
団
体
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
は
野
村
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ 

ア
メ
リ
カ 

イ
ン
ク
社

長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
河
村
諭
氏
が
務

め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工

会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
会
頭
の

為
田
耕
太
郎
氏
（
米
州
住
友
商

事
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と
、
日
本

ク
ラ
ブ
会
長
の
河
手
哲
雄
氏

（
北
米
三
菱
商
事
社
長
兼
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）
が
、
新
た
に
コ
・
チ
ェ
ア

マ
ン
に
就
任
し
た
。

第６回ジャパン
パレード開催
来年５月８日に

https://toddaccounting.com/
https://travelwithamnet.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.mlit.go.jp/kankocho/tax-free/content/001991772.pdf
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
を
展
開
す
る
Ｔ
Ｉ
Ｃ

グ
ル
ー
プ
が
、
米
国
の
レ
ス
ト

ラ
ン
業
界
専
門
誌
「Nation’s 

Restaurant News

（NRN

）」

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
同
グ
ル

ー
プ
は
、寿
司
店
「
波
崎
」、「
酒

蔵
」、「
蕎
麦
屋
」、「
茶
菴
」
な

ど
を
運
営
。
個
々
の
店
舗
が
メ

デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は

あ
っ
た
が
、
今
回
は
グ
ル
ー
プ

と
し
て
、
全
米
、
特
に
北
東
部

地
域
の
有
力
レ
ス
ト
ラ
ン
グ
ル

ー
プ
50
社
の
一
つ
と
し
て
選
ば

れ
た
。

　

八
木
ボ
ン
社
長
は
「
1
店
舗

の
記
事
は
い
ろ
い
ろ
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

Ｔ
Ｉ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
例

え
ばMarea

を
経
営
し
て
い

るALTAMAREA

グ
ル
ー
プ

な
ど
と
一
緒
に
全
米
の
、
特
に

ノ
ー
ス
イ
ー
ス
ト
の
50
社
の
中

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
私
は
す

ご
く
誇
り
に
思
っ
て
う
れ
し
い

で
す
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

Ｎ
Ｒ
Ｎ
は
、
全
米
の
レ
ス
ト

ラ
ン
・
外
食
産
業
を
対
象
に
、

企
業
戦
略
や
財
務
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
、
メ
ニ
ュ
ー
、
消
費
者

動
向
な
ど
の
情
報
を
発
信
す
る

業
界
専
門
メ
デ
ィ
ア
。
大
手
チ

ェ
ー
ン
か
ら
新
興
ブ
ラ
ン
ド
ま

で
幅
広
く
取
り
上
げ
、
業
界
の

動
向
を
伝
え
て
い
る
。
今
回
の

選
出
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠

点
に
複
数
の
日
本
食
業
態
を
展

開
し
て
き
た
Ｔ
Ｉ
Ｃ
グ
ル
ー
プ

の
存
在
感
を
示
す
も
の
と
な
っ

た
。

NYの日本食レストラングループ

酒蔵、波崎、蕎麦屋のT.I.C.
全米北東部有力50社に選出

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
人
気
が
定

着
し
た
日
本
の
抹
茶
。
カ
フ
ェ

で
は
抹
茶
ラ
テ
が
日
常
的
な
飲

み
物
と
な
り
、
ス
イ
ー
ツ
や
デ

ザ
ー
ト
に
も
幅
広
く
使
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
抹
茶
が
今
度
は
、

ラ
ー
メ
ン
の
ス
ー
プ
へ
と
進
化

し
、
新
た
な
食
文
化
の
可
能
性

を
見
せ
始
め
て
い
る
。

　

先
日
、
Ｎ
Ｙ
の
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
「
Ｋ
Ｅ
Ｉ
」
で
、

鮮
や
か
な
緑
色
が
印
象
的
な

「
抹
茶
ラ
ー
メ
ン(Green Tea 

Ramen)

」
を
い
た
だ
い
た
。

ミ
シ
ュ
ラ
ン
か
ら
評
価
さ
れ
る

ラ
ー
メ
ン
職
人
で 

Ｋ
Ｅ
Ｉ
の

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
シ
ェ
フ(

総

料
理
長)

を
務
め
る
平
塚
晃
氏

は
「
抹
茶
ラ
ー
メ
ン
は
、
1
日

数
量
限
定
、
年
内
限
り
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
。
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
特
別
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
新
作
フ

レ
グ
ラ
ン
ス
と
し
て
抹
茶
の
香

り
を
取
り
入
れ
た
」
と
コ
メ
ン

ト
す
る
。
当
店
の
優
し
い
抹
茶

味
ラ
ー
メ
ン
と
し
て
人
気
が
広

が
っ
て
い
る
。

　

抹
茶
の
苦
み
が
強
い
の
か
と

思
い
き
や
、
実
際
に
は
鶏
白
湯

の
旨
味
を
主
体
に
、
抹
茶
の
香

り
が
ほ
の
か
に
広
が
る
、
優
し

く
繊
細
な
味
わ
い
。
濃
厚
な
豚

骨
ラ
ー
メ
ン
に
慣
れ
た
人
に

は
、
少
し
物
足
り
な
さ
を
感
じ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
茶

を
料
理
に
取
り
入
れ
た
新
し
い

発
想
が
興
味
深
い
。

　

こ
う
し
た
試
み
は
、
従
来
の

「
飲
む
抹
茶
」
か
ら
「
食
べ
る

抹
茶
」
へ
の
広
が
り
を
感
じ
さ

せ
る
。
さ
ら
に
、
鶏
白
湯
の
代

わ
り
に
昆
布
や
椎
茸
、
植
物
性

素
材
を
使
え
ば
、
ビ
ー
ガ
ン
や

プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
市
場
に
展
開

す
る
可
能
性
も
あ
る
。
健
康
志

向
や
新
し
い
食
体
験
へ
の
関
心

が
高
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
日
本

の
伝
統
素
材
の
抹
茶
が
、
ラ
テ

や
ス
イ
ー
ツ
を
超
え
て
、
料
理

の
新
た
な
食
材
と
し
て
ど
こ
ま

で
進
化
し
て
い
く
の
か
。
Ｎ
Ｙ 

の
食
文
化
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
る

小
さ
な
変
化
に
注
目
し
た
い
。

           （
古
市
裕
子
、
写
真
も
）

KEI IZAKAYA & RAMEN
193 7th Ave,

New York, NY 10011
Tel 212-875-5398
年中無休

Ｎ
Ｙ
抹
茶
ブ
ー
ム
の
新
展
開　

ラ
テ
か
ら
ラ
ー
メ
ン
へ

https://events.leapevents.com/event/-sen-lecture-an-evening-with-director-miyake-sh-
https://www.cosmeproud.com
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/junko-yagami-pop-meets-jazz-on-route-66/
https://mbp-japan.com/
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日
本
の
冬
の
味
覚
、
ふ
ぐ
の

魅
力
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
食
文

化
に
広
め
よ
う
と
、
レ
ス
ト
ラ

ン
日
本
は
5
日
、
市
内
の
高
級

レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
ら
を
招

き
、
ふ
ぐ
料
理
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
と
試
食
会
を
開
催

し
た
。

　

当
日
は
、
山
形
県
鶴
岡
市
の

レ
ス
ト
ラ
ン
「
沖
海
月
（
お
き

み
づ
き
）」
料
理
長
、
須
田
剛

史
シ
ェ
フ
が
ふ
ぐ
の
薄
造
り
を

実
演
。参
加
し
た
料
理
人
ら
は
、

熟
練
の
包
丁
さ
ば
き
で
仕
上
げ

ら
れ
た
ふ
ぐ
料
理
を
試
食
し
、

そ
の
繊
細
な
味
わ
い
と
調
理
技

ふ
ぐ
料
理
の

魅
力
を
発
信　

術
に
触
れ
た
。須
田
シ
ェ
フ
は
、

約
１
０
０
種
類
の
ク
ラ
ゲ
を
展

示
す
る
「
鶴
岡
市
立
加
茂
水
族

館
」
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
腕
を

振
る
う
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
は
、
創
業

者
の
故
・
倉
岡
伸
欣
氏
の
尽
力

に
よ
り
、
米
国
で
唯
一
、
ト
ラ

フ
グ
を
輸
入
で
き
る
道
を
切
り

開
い
た
。
同
店
は
、
輸
入
認
可

を
受
け
た
当
初
か
ら
交
流
を
続

け
る
下
関
の
畑
水
産
（
畑
栄
次

社
長
）
と
協
力
し
、
米
国
で
の

ふ
ぐ
文
化
の
普
及
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

　

畑
社
長
は
「
ふ
ぐ
は
、
日
本

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
出
荷
前
に

農
林
水
産
省
の
係
員
立
ち
合
い

の
下
で
除
毒
し
て
完
全
に
安
全

な
状
態
で
出
荷
し
て
お
り
、
家

庭
で
そ
の
ま
ま
お
刺
身
で
食
べ

ら
れ
る
よ
う
な
状
態
で
お
届
け

し
て
い
る
」
と
解
説
し
た
。
今

回
の
試
食
会
は
、
和
食
店
に
と

ど
ま
ら
ず
、
フ
レ
ン
チ
な
ど
洋

食
の
シ
ェ
フ
に
も
ふ
ぐ
の
可
能

性
を
知
っ
て
も
ら
い
、
Ｎ
Ｙ
な

ら
で
は
の
新
た
な
料
理
の
広
が

り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
狙
い
。

翌
6
日
に
は
、
ふ
ぐ
を
主
役
に

し
た
秋
の
懐
石
特
別
コ
ー
ス
も

一
日
限
定
で
提
供
さ
れ
た
。

ＮＹのレストラン日本が
料理人向け実演・試食会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
現
行
法

で
は
、
最
低
賃
金
は
イ
ン
フ
レ

率
に
基
づ
い
て
毎
年
引
き
上
げ

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方

で
、
一
定
の
経
済
状
況
に
該
当

し
た
場
合
に
は
、
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
を
一
時
停
止
で
き
る

仕
組
み
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

２
０
２
７
年
に
つ
い
て
は
、
こ

の
停
止
条
件
の
一
つ
に
該
当
し

た
た
め
、
１
月
１
日
時
点
で
の

最
低
賃
金
引
き
上
げ
は
行
わ
れ

ず
、
一
般
最
低
賃
金
は
時
給
17

ド
ル
の
ま
ま
と
な
る
。
現
在
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
賃
金
は
次

の
通
り
。
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

従
業
員
： 

現
金
賃
金 

11
ド
ル

35
セ
ン
ト 

＋ Tip Credit 

５

ド
ル
65
セ
ン
ト 

＝ 

17
ド
ル
。

サ
ー
ビ
ス
従
業
員
： 

現
金
賃

金 

14
ド
ル
15
セ
ン
ト
＋ Tip 

Credit 

２
ド
ル
85
セ
ン
ト 

＝ 

17
ド
ル
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
低

賃
金
２
０
２
７
年
1
月

1
日
の
引
き
上
げ
な
し

 JAPAN SOCIETY お知らせ

ジャパン・ソサエティー個人会員募集
　ジャパン・ソサエティー（ＪＳ）では個人会員を募集
しています。会員になると、ギャラリーへの無料入場、
会員限定イベントへの参加など、ニューヨークで楽し
める日本文化体験が特別割引で利用可能です。手頃な
年会費 100ドルの「フレンズ」からご入会できます。
お申し込みはウェブサイト https://japansociety.org/
join-support/become-a-memberをご参照ください。

■ FRIENDS 年会費 $100
会員対象行事（２人割引）・プログラム 20%引き
・日本語クラス割引・ギャラリーオープニングレセプシ
ョン・特別行事前売り券ご優待前・ギャラリー無制限
訪問可
■ SUSTAINING 年会費　$250
・ガイドツアーと映画レセプション・ギャリーガイドツ
アー・新年会後生涯・クラシック映画２回ご招待・上
記 FRIENDSのベネフィット
■ SPONSOR 　年会費 $500
・市内開催日本文化内覧会へのご招待・茶席ご招待・
文化施設個人ツアー・上記 SUSTAININGのベネフィ
ット
■ YOUNG PATRON COUNCIL 年会費 $300
(21歳から 45歳対象 )
・若手芸術家支援活動への参加・特別プログラムへの
ご招待・JAPAN CUTS 、美術展へ VIP入場・世界中
のジャパン・ソサエティーと交流
■ PATRON CIRCLE  年会費 $1,000
・特別行事への VIP入場・SPONSORベネフィット＋
プライベート祝杯レセプション、美術館ツアー
■ BENEFACTOR CIRCLE  年会費 $2,500
・映画試写会ご招待・PATRON CIRCLE ベネフィット・
上映映画監督との面談及び招待席
■ LEADERSHIP CIRCLE 年会費 $5,000
・文化行事における特待参加・PATRON CIRCLE ベネ
フィット・ウイスキー＆酒イベントでの個人ツアー（４人まで
のゲスト含む）ご招待・館内美術展 VIPご優待券
■ DIRECTOR’S CIRCLE 年会費 $10,000
・LEADERSHIP CIRCLE ベネフィット・舞台上演６作品の
俳優との個別面談と学芸員によるリハーサルツアー

JAPAN SOCIETY
333 EAST 47TH ST. 

NEW YORK, NY 10017
https://japansociety.org

Telephone: (212) 715-1258

鶴
の
薄
造
り
を
実
演
披
露
し
た
須
田
さ
ん
（
左
）
と
畑
社
長

NYの高級レストランのシェフが一堂に会した実演披露試食会

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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https://www.japansociety.org
https://hinomaru-limo.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://www.samuraipapabk.com/
mailto:masami@ribiasusa.com
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今
回
は
、
日
本
へ
の
帰
国
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
よ
く

ご
相
談
を
受
け
る
「
米
国
不
動

産
は
帰
国
前
に
売
却
し
た
方
が

よ
い
の
か
」
と
い
う
問
題
を
考

え
て
み
ま
す
。

　

不
動
産
の
売
却
は
税
金
だ
け

で
判
断
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
将
来
の
値
上
が
り
期
待

や
賃
貸
に
よ
る
収
益
、
維
持
管

理
の
負
担
な
ど
、
資
産
運
用
全

体
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
日
米
の
税
制
の
違
い

に
よ
っ
て
税
負
担
に
大
き
な
差

が
生
じ
る
こ
と
は
、
ぜ
ひ
知
っ

て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

■ 

帰
国
す
る
と
米
国
不
動
産

に
も
日
本
の
税
金
が
か
か
る

　

日
本
に
帰
国
し
て
税
法
上
の

居
住
者
に
な
る
と
、
原
則
と
し

て
「
全
世
界
所
得
課
税
」
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
米
国

に
所
有
す
る
不
動
産
を
売
却
し

た
場
合
も
、
日
本
で
譲
渡
所
得

税
の
対
象
と
な
る
の
で
す
。

　

最
近
よ
く
見
ら
れ
る
、
日
本

居
住
者
が
ハ
ワ
イ
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
を
売
却
す
る
ケ
ー
ス
と

同
様
、
日
米
両
国
で
の
税
務
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
が
、

日
本
で
は
譲
渡
益
を
円
換
算
し

て
計
算
す
る
と
い
う
点
で
す
。

譲
渡
所
得
は
、
売
却
代
金
を
売

却
時
の
為
替
レ
ー
ト
で
円
換
算

し
、
そ
こ
か
ら
購
入
時
の
レ
ー

ト
で
円
換
算
し
た
取
得
費
と
譲

渡
費
用
を
差
し
引
い
て
計
算
し

ま
す
。

　

例
え
ば
、
10
年
前
に

１
０
０
万
ド
ル
（
１
ド
ル

１
１
０
円
）
で
購
入
し
た
物
件

を
、
現
在
１
５
０
万
ド
ル
（
１

ド
ル
１
５
０
円
）
で
売
却
し
た

と
し
ま
し
ょ
う
。
購
入
価
額
は

１
億
１
０
０
０
万
円
、
売
却

価
額
は
２
億
２
５
０
０
万
円

と
な
り
、
譲
渡
益
は
な
ん
と

１
億
１
５
０
０
万
円
で
す
。
ド

ル
建
て
で
は
50
万
ド
ル
、
購
入

価
額
の
50
％
の
値
上
が
り
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
円
建
て

で
は
購
入
価
額
の
１
０
０
％
を

超
え
る
利
益
が
発
生
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
日
本
か
ら
送
金
し

て
購
入
し
た
場
合
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
米
国
居
住
中
に
現

地
で
得
た
給
与
な
ど
で
購
入
し

た
物
件
で
も
同
じ
で
す
。
円
安

に
よ
る
為
替
差
益
が
、
不
動
産

の
譲
渡
所
得
に
織
り
込
ま
れ
て

し
ま
う
の
で
す
。
な
お
、
こ
の

例
で
は
計
算
を
わ
か
り
や
す
く

す
る
た
め
、
減
価
償
却
費
や
譲

渡
費
用
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

■
米
国
居
住
中
に
売
却
す
る
と

ど
う
な
る
か

　

一
方
、
日
本
の
非
居
住
者
で

あ
る
米
国
居
住
中
に
売
却
す
れ

ば
、
通
常
、
日
本
で
は
こ
の
不

動
産
の
譲
渡
益
に
所
得
税
は
課

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

米
国
で
は
ド
ル
建
て
で
譲
渡

益
を
計
算
す
る
た
め
、
先
ほ
ど

の
例
で
は
50
万
ド
ル
の
利
益
が

課
税
計
算
の
出
発
点
と
な
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
近
年
の
大

幅
な
円
安
を
考
慮
す
る
と
、
帰

国
前
に
売
却
し
た
方
が
税
務
上

有
利
に
な
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
帰

国
後
の
売
却
で
も
外
国
税
額
控

除
に
よ
っ
て
二
重
課
税
の
調
整

が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
必
ず
し
も
両
国
の
税
負
担

が
完
全
に
相
殺
さ
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

帰
国
前
に
米
国
不
動
産
を

譲
渡
す
べ
き
か
？

内藤克
（ないとう・かつみ）

一般社団法人・日米
帰国支援センター代
表理事・税理士。東
京税理士会麹町支部
所属。ハワイ相続プ
ロジェクト代表。ホノ
ルル商工会議所会員。
著書に『残念な相続』
（日経プレミアシリー
ズ）累計５万部ベスト
セラー。問い合わせは
「週刊 NY生活を見た」
と記載し、Eメール：
n a i t o @ s - a r c . c o m
まで。

■
相
続
し
た
不
動
産
は
さ
ら
に

注
意

　

特
に
気
を
つ
け
た
い
の
が
、

米
国
で
相
続
し
た
不
動
産
で

す
。
米
国
で
は
原
則
と
し
て
、

相
続
時
の
時
価
ま
で
取
得
費
を

引
き
上
げ
る
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
」と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
原
則
と

し
て
亡
く
な
っ
た
方
の
取
得
費

を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　

例
え
ば
父
親
が
数
十
年
前
に

購
入
し
た
不
動
産
な
ら
、
そ
の

当
時
の
購
入
価
額
と
為
替
レ
ー

ト
が
基
準
と
な
り
、
日
本
で
の

譲
渡
益
が
大
き
く
膨
ら
む
可
能

性
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
、
同
じ
不
動
産
で
も
、
い
つ

売
却
す
る
か
、
ど
ち
ら
の
国
の

居
住
者
と
し
て
売
却
す
る
か
に

よ
っ
て
、
税
負
担
は
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。
帰
国
は
生
活
の
拠

点
を
移
す
だ
け
で
な
く
、
資
産

に
対
す
る
課
税
関
係
が
変
わ
る

大
き
な
節
目
で
す
。
帰
国
し
て

か
ら
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
米
国
不
動
産
の
売
却
に
つ

い
て
も
、
帰
国
前
に
日
米
双
方

の
税
務
を
十
分
に
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
西
祐
介
内
閣
官
房
副
長
官

は
６
日
、
森
幹
雄
海
外
日
系
新

聞
放
送
協
会
会
長
ら
、
海
外
で

発
行
さ
れ
て
い
る
日
系
新
聞
・

放
送
の
関
係
者
に
よ
る
表
敬
を

受
け
た
＝
写
真
・
外
務
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
＝
。

　

冒
頭
、
中
西
官
房
副
長
官
か

ら
、
第
53
回
を
迎
え
る
海
外
日

系
新
聞
放
送
大
会
の
開
催
を
お

祝
い
申
し
上
げ
る
旨
述
べ
る
と

と
も
に
、
日
系
の
新
聞
や
放
送

は
、
海
外
に
お
い
て
日
本
の
情

報
や
魅
力
を
発
信
す
る
貴
重
な

媒
体
で
あ
り
、
海
外
に
暮
ら
す

日
本
人
に
と
っ
て
も
大
変
有
益

な
情
報
源
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
海
外
日
系
新
聞
放
送
協
会

の
活
動
に
感
謝
の
意
を
伝
え

た
。
ま
た
、
今
後
と
も
、
海
外

3

に
向
け
、
日
本
の
魅
力
や
正
確

な
情
報
が
伝
わ
る
こ
と
に
つ
い

て
期
待
す
る
旨
述
べ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、森
会
長
か
ら
、

海
外
の
日
系
新
聞
・
放
送
に
対

す
る
日
本
政
府
の
こ
れ
ま
で
の

協
力
へ
の
謝
意
が
示
さ
れ
た
。

　

面
会
の
中
で
、
代
表
者
か
ら

は
活
字
離
れ
が
世
界
的
に
指
摘

さ
れ
て
い
る
中
で
も
、
日
本
文

化
に
興
味
を
持
つ
新
た
な
ユ
ー

ザ
ー
に
向
け
て
簡
単
な
日
本
語

だ
け
の
ペ
ー
ジ
を
作
る
本
紙

「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
な
ど
の
取

り
組
み
や
、
新
た
に
ベ
ト
ナ
ム

の
日
系
メ
デ
ィ
ア
の
加
入
の
報

告
を
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
政

府
と
の
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

海外日系新聞放送協会の表敬訪問を受ける中西官房副長官
写真の出典：外務省ウェブサイト（https://www.mofa.go.jp/
mofaj/ca/cp/pageit_000001_00001.html）を加工して使用。

海
外
日
系
新
聞
放
送
協
会

中
西
官
房
副
長
官
を
表
敬
訪
問

　
「
大
学
進
学
は
将
来
の
成
功

に
必
須
」
と
考
え
て
い
る
米
国

人
は
31
％
と
過
去
最
低
を
記
録

し
た
こ
と
が
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
世
論

調
査
会
社
が
１
日
に
公
表
し
た

最
新
の
調
査
結
果
で
分
か
っ

た
。
同
社
は
同
じ
内
容
の
調
査

を
１
９
７
８
年
か
ら
行
っ
て
お

り
、
今
年
は
８
月
３
日
か
ら
24

日
ま
で
、
米
国
在
住
の
成
人

１
２
０
０
人
を
対
象
に
電
話
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
。
大
卒
が
最
も
重
視
さ
れ
て

い
た
の
は
今
年
の
倍
以
上
だ

っ
た
２
０
１
３
年
の
70
％
で
、

「
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
」

は
当
時
は
わ
ず
か
６
％
だ
っ

た
。
人
口
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
で
は

２
０
１
９
年
時
点
で
、
特
に
女

性
、中
高
年
層
、民
主
派
、黒
人
・

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
成
人
、
大
卒

者
に
「
重
要
」
意
見
が
多
か
っ

た
。
支
持
政
党
別
で
は
19
年
比

で
、民
主
派
は
22
％
減
の
40
％
、

無
党
派
は
16
％
減
の
34
％
、
共

和
派
は
半
減
の
22
％
と
減
少
が

著
し
い
。

　

同
意
見
の
減
少
の
主
な
要
因

は
高
等
教
育
の
学
費
の
高
さ
で

「
４
年
制
大
学
の
学
費
を
賄
え

る
」
と
回
答
し
た
の
は
わ
ず
か

12
％
だ
っ
た
。
一
方
、
昨
年
の

同
社
の
調
査
で
は
、
59
％
の
保

護
者
が
子
供
に
「
２
年
制
ま
た

は
４
年
制
大
学
に
進
学
す
る
こ

と
を
希
望
す
る
」
と
回
答
し
て

い
る
。

「
大
卒
は
と
て
も
重
要
」

過
去
最
低
の
31
％

（
旧
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
）

オ
ン
ラ
イ
ン
注
文
で

飲
食
店
に
対
策

　

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
フ
ー
ド
＆

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
協
会
Ｎ
Ｙ

（
旧
Ｎ
Ｙ
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

協
会
＝
Ｊ
Ｆ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｙ
）
は
、

飲
食
店
・
バ
ー
を
運
営
す
る
人

た
ち
に
向
け
た
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
（
障
害
配
慮
）
に

関
す
る
最
新
情
報
と
対
策
を
次

の
よ
う
に
発
表
し
た
。

　

飲
食
店
、
バ
ー
、
ナ
イ
ト
ク

ラ
ブ
な
ど
を
運
営
し
、
公
式
サ

イ
ト
、オ
ン
ラ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
、

予
約
シ
ス
テ
ム
、
ま
た
は
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
注
文

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
持
つ
会

員
の
皆
様
へ
。
現
在
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

（
障
害
の
あ
る
方
や
高
齢
者
を

含
め
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

設
計
に
な
っ
て
い
る
か
）
に
関

す
る
重
要
性
が
急
速
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
米
国
、
特
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
い
て
は
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を

理
由
と
し
た
訴
訟
件
数
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
法
律
事
務

所Fox Rothschild
（
フ
ォ
ッ

ク
ス
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
）
が

発
表
し
た
最
新
ガ
イ
ド
に
よ
る

と
、
２
０
２
６
年
上
半
期
だ
け

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
裁
判
所

に
１
０
０
０
件
以
上
の
訴
訟
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
（
※
訴
訟
に

至
る
前
に
和
解
交
渉
が
行
わ
れ

た
請
求
書
の
件
数
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
）。
中
で
も
飲
食
店

や
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
界
は
、

最
も
標
的
と
な
り
や
す
い
業
種

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
連

邦
法
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
障
害
差
別
禁
止
法
は
、
飲
食

店
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
オ
ン
ラ

イ
ン
注
文
シ
ス
テ
ム
に
も
適
用

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
裁
判
所
で
は
デ
ジ
タ
ル

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
適
合
度

を
評
価
す
る
際
、
国
際
的
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
「WCAG

（Web Content Accessibility 
Guidelines

）」
を
参
照
す
る

こ
と
が
一
般
的
で
す
。

今
す
ぐ
取
り
組
め
る
具
体
的
な

対
策

・
画
像
へ
の
代
替
テ
キ
ス
ト（
Ａ

ｌ
ｔ
テ
キ
ス
ト
）
の
設
定
：
画

像
の
内
容
を
説
明
す
る
テ
キ
ス

ト
を
追
加
す
る

・
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
の
対
応
：

リ
ン
ク
、
ボ
タ
ン
、
フ
ォ
ー
ム

が
キ
ー
ボ
ー
ド
の
み
で
操
作
可

能
か
確
認
す
る

・
ス
ク
リ
ー
ン
リ
ー
ダ
ー
（
音

声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
）
で
の
テ

ス
ト
：
実
際
の
動
作
を
確
認
・

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
調
整
：
テ
キ

ス
ト
と
背
景
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
比
を
適
切
に
保
つ

・
オ
ン
ラ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
お
よ

び
注
文
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
：

誰
で
も
利
用
で
き
る
設
計
に
。

・
フ
ォ
ー
ム
の
適
切
な
ラ
ベ
ル

付
け
と
動
画
字
幕
の
追
加

・
定
期
的
な
確
認
：
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
更
新
後
も
継
続
的
に
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
認
す
る

・
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
方
針（
声

明
）
の
掲
示
：
サ
イ
ト
上
に
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
説

明
ペ
ー
ジ
を
設
置
す
る

　

な
お
同
ガ
イ
ド
で
は
、
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
の
オ
ー
バ

ー
レ
イ
・
ウ
ィ
ジ
ェ
ッ
ト
（
自

動
補
正
プ
ラ
グ
イ
ン
な
ど
）
を

導
入
す
る
だ
け
で
は
万
全
と
は

言
え
ず
、
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
行
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
の
全
編
（
英
語
）
で

は
、
潜
在
的
な
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
問
題
を
特
定
す
る
た
め
の

無
料
・
低
コ
ス
ト
の
ツ
ー
ル
紹

介
や
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
声

明
の
作
成
ガ
イ
ド
、
万
が
一
請

求
書
（Demand Letter

）
や

訴
訟
届
が
届
い
た
際
の
対
処
ス

テ
ッ
プ
な
ど
が
詳
し
く
解
説
さ

れ
て
い
ま
す
。

JFHANY

　

世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
に
親

し
ま
れ
た
ネ
ズ
ミ
の
人
形
「
ト

ッ
ポ
・
ジ
ー
ジ
ョ
」
の
声
を
45

年
間
に
わ
た
っ
て
担
当
し
た
イ

タ
リ
ア
人
俳
優
、ペ
ッ
ピ
ー
ノ
・

マ
ッ
ツ
ッ
ロ
氏
が
９
月
30
日
、

イ
タ
リ
ア
南
部
シ
チ
リ
ア
島
の

自
宅
で
死
去
し
た
。
１
０
０
歳

だ
っ
た
。
家
族
の
広
報
担
当
者

が
明
ら
か
に
し
た
。

　

ト
ッ
ポ
・
ジ
ー
ジ
ョ
は

１
９
５
０
年
代
後
半
、
イ
タ
リ

ア
の
人
形
作
家
マ
リ
ア
・
ペ
レ

ゴ
氏
が
生
み
出
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
。
大
き
な
耳
と
愛
く
る
し

い
表
情
、
子
ど
も
の
よ
う
な
高

い
声
が
特
徴
で
、
イ
タ
リ
ア
の

テ
レ
ビ
番
組
で
人
気
を
集
め
、

欧
州
や
中
南
米
に
も
広
が
っ

た
。
米
国
で
は
60
年
代
か
ら
70

年
代
初
め
に
か
け
て
、
人
気
番

組
「
エ
ド
・
サ
リ
バ
ン
・
シ
ョ

ー
」
に
た
び
た
び
登
場
。
日
本

で
も
１
９
６
６
年
８
月
か
ら
Ｔ

Ｂ
Ｓ
系
で
放
送
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
人
気
を
集
め
た
。

ト
ッ
ポ
・
ジ
ー
ジ
ョ
の
声

声
優
が
１
０
０
歳
で
死
去

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://www.mofa.go.jp/
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冬
季
用
新
ル
ー
ル

レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
に
発
表

屋外ダイニング

　

Ｎ
Ｙ
Ｃ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（NYC 

Hospitality Alliance

）
の
一

般
法
律
顧
問
兼
立
法
担
当
顧
問

で
あ
る
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ッ
ク
マ

ン
お
よ
び
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ッ
ク

マ
ン
は
、
今
冬
に
向
け
た
屋
外

ダ
イ
ニ
ン
グ
（
ア
ウ
ト
ド
ア
ダ

イ
ニ
ン
グ
）
の
規
制
に
関
す
る

重
要
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
公
表
し

た
。
同
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
積
極

的
な
働
き
か
け
の
結
果
「
車
道

カ
フ
ェ
（Roadway Cafés

）

の
通
年
営
業
の
解
禁
」「
歩
道

カ
フ
ェ
（Sidewalk Cafés

）

の
冬
季
囲
い
設
置
許
可
」「
カ

フ
ェ
認
可
料
の
分
割
払
い
（
年

４
回
）」
を
盛
り
込
ん
だ
新
法

が
成
立
、「
今
知
っ
て
お
く
べ

き
こ
と
」
と
「
取
る
べ
き
ア
ク

シ
ョ
ン
」
は
次
の
通
り
。

・
車
道
カ
フ
ェ
（Roadway 

Cafés
）
― 
今
す
ぐ
「
通
年
営

業
」の
申
請（
オ
プ
ト
イ
ン
）を
： 

今
冬
も
車
道
カ
フ
ェ
を
存
続
さ

せ
た
い
場
合
は
、
自
動
更
新
で

は
な
い
た
め
、
通
年
営
業
へ
の

切
り
替
え
手
続
き
（
オ
プ
ト
イ

ン
）
が
必
須
。
冬
季
用
囲
い
の

購
入
・
設
置
は
Ｎ
Ｙ
Ｃ
運
輸
局

（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
）
の
詳
細
仕
様
発
表

ま
で
待
つ
。

・
歩
道
カ
フ
ェ
の
囲

い
（Sidew

alk Café 
Enclosures

）
― 

Ｄ
Ｏ
Ｔ
の

ル
ー
ル
発
表
待
ち
： 

11
月
30
日

か
ら
３
月
31
日
ま
で
防
寒
用
風

除
室
（Vestibule

）
の
設
置

が
認
め
ら
れ
る
が
、
Ｄ
Ｏ
Ｔ
が

最
終
規
則
を
策
定
す
る
ま
で
購

入
・
設
置
は
控
え
る
こ
と
を
強

く
勧
め
る
。

 

・
カ
フ
ェ
認
可
料
（Consent 

Fees

）
― 

分
割
払
い
が
導
入

予
定
： 

歩
道
お
よ
び
車
道
カ
フ

ェ
の
認
可
料
に
つ
い
て
、
一
括

払
い
で
は
な
く
四
半
期
ご
と
の

分
割
払
い
が
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
成
人
、
大
卒

者
に
「
重
要
」
意
見
が
多
か
っ

た
。
支
持
政
党
別
で
は
19
年
比

で
、民
主
派
は
22
％
減
の
40
％
、

無
党
派
は
16
％
減
の
34
％
、
共

和
派
は
半
減
の
22
％
と
減
少
が

著
し
い
。

　

同
意
見
の
減
少
の
主
な
要
因

は
高
等
教
育
の
学
費
の
高
さ
で

「
４
年
制
大
学
の
学
費
を
賄
え

る
」
と
回
答
し
た
の
は
わ
ず
か

12
％
だ
っ
た
。
一
方
、
昨
年
の

同
社
の
調
査
で
は
、
59
％
の
保

護
者
が
子
供
に
「
２
年
制
ま
た

は
４
年
制
大
学
に
進
学
す
る
こ

と
を
希
望
す
る
」
と
回
答
し
て

い
る
。ライオンズクラブ通信

ニューヨーク日系ライオンズクラブは地域社会や世
界への貢献のためさまざまな活動をしています。
■世界で活躍する日本人 リレートーク Vol.2
 世界の第一線で活躍する日本人をゲストに迎える 
「リレートーク」シリーズを開催。
【開催日】10月23日（金）9:00pm～10:00pm
　　　　　Zoomによるオンライン開催
【講演者】益子崇
　　　　（国連軍縮部 UNODA プログラム担当官）
【テーマ】国連のマルチラテラリズムと軍縮の実務
【参加費】$10（ドネーション）
　国連の現場で進められている軍縮・不拡散の外交
交渉や、コンボ、ソマリア、リビアなどでの実務を
通して、多国間主義の意義と課題、そして日本人が
国際社会に貢献することの重要性について解説す
る。 普段なかなか聞くことのできない、国連の現場
で活躍する日本人から直接お話を伺える貴重な機会
となっている。世界を知る。人とつながる。未来を
考える。
【申し込み】
　https://www.zeff y.com/en-US/ticketing/2-16 

※同企画の収益金は、地域社会への奉仕活動および
災害支援活動に活用されます。

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org
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ト
ラ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
（
本
社
東
京
都
、
田
所
史

之
社
長
）
は
５
日
、
ホ
テ
ル
キ

タ
ノ
最
上
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
、

日
本
各
地
の
味
噌
と
味
噌
加
工

品
を
紹
介
す
る
特
別
展
示
会
を

開
催
し
た
。
同
展
示
会
で
は
、

日
本
各
地
か
ら
集
め
た
さ
ま
ざ

ま
な
味
噌
を
実
際
に
レ
ス
ト
ラ

ン
、
食
品
関
係
者
に
味
わ
っ
も

ら
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
や
料
理
へ
の
活
用
方
法
、
新

し
い
商
品
を
紹
介
し
た
。　
　
　

　

当
日
は
日
本
各
地
の
さ
ま
ざ

ま
な
味
噌
、
味
噌
の
種
類
ご
と

の
風
味
や
特
徴
を
実
際
に
食

べ
比
べ
、
味
噌
を
使
っ
た
加

工
品
の
試
食
、
新
商
品 

「Miso 
Spice

」 

の
紹
介
、
味
噌
の
特

徴
や
料
理
へ
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
の
情
報
、
日
本
各
地
の
伝

統
的
な
味
噌
蔵
、
メ
ー
カ
ー
と

連
携
し
、
50
社
以
上
の
特
約
店

の
紹
介
、
各
地
域
ご
と
の
特
色

あ
る
味
噌
を
出
展
し
、
紹
介
し

た
。

　

当
日
は
、
従
来
の
ス
ー
プ
と

し
て
の
枠
組
み
を
超
え
、
現
代

の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
を
引
き
立

て
る
ス
パ
イ
ス
・
調
味
料
と
し

て
の
「
味
噌
（Miso

）」
の
新

し
い
可
能
性
を
提
案
し
た
。
新

商
品
で
あ
る
粉
末
み
そ
（Miso 

Powder

）
の
試
食
体
験
、
ボ

タ
ニ
カ
ル
米
麹
発
酵
ド
リ
ン
ク

の
ペ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
来
場
者

は
楽
し
ん
だ
。

　

田
所
社
長
は
「
味
噌
の
新
し

い
世
界
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

広
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
醤
油
は
世
界
で
す
で
に
幅

広
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
味
噌

は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
色
々
な

食
材
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
え

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
特

に
ト
リ
ュ
フ
味
噌
は
我
が
社
が

開
発
し
た
新
商
品
。
現
在
、
こ

味
噌
の
特
別
展
示
会

ホ
テ
ル
キ
タ
ノ
で
開
催

　

Ｎ
Ｙ
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
・

ベ
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
検
証
）

局
（
Ｄ
Ｎ
Ｙ
Ｖ
）
は
現
在
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
で
あ
る
こ
と
の

認
定
を
受
け
る
申
請
を
受
け
付

け
て
い
る
。
生
ま
れ
も
育
ち
も

Ｎ
Ｙ
で
は
な
い
場
合
、
ど
の
く

ら
い
住
め
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

と
認
め
ら
れ
る
の
か
、
Ｎ
Ｙ
出

身
で
も
移
住
し
て
し
ま
う
と
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
で
は
な
く
な
る

の
か
。
同
局
は
「
Ｎ
Ｙ
市
が
約

４
０
０
年
間
議
論
し
続
け
て
き

た
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に

２
０
２
６
年
地
方
法
第
77
号
で

開
設
し
た
」
と
し
、
１
９
９
０

年
代
後
半
か
ら
市
内
で
奇
想
天

外
な
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
を
展

開
し
て
い
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ア
リ
ク

オ
さ
ん
が
運
営
し
て
い
る
。
同

局
の
サ
イ
ト
は
一
見
Ｎ
Ｙ
市
の

公
的
機
関
の
よ
う
だ
が
非
公
式

で
、
２
日
付
の
ゴ
ッ
ザ
ミ
ス
ト

紙
の
記
事
に
よ
る
と
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
弁
護
士
事
務
所
か
ら

「
紛
ら
わ
し
い
」
と
い
う
ク
レ

ー
ム
が
あ
っ
た
が
「
少
々
グ
レ

ー
な
の
で
少
し
修
正
し
た
方
が

い
い
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
、
画
面
左
下
著
作
権
マ
ー

ク
に
続
き
小
さ
く
「Not the 

City of New York

」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　

ア
リ
ク
オ
さ
ん
は
、
今
年
６

月
に
物
議
と
な
っ
た
歌
手
で
女

優
の
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ロ
ペ
ス

さ
ん
の
Ｎ
Ｙ
の
地
下
鉄
車
内
で

撮
影
し
た
動
画
で
の
発
言
「
Ｎ

Ｙ
で
生
ま
れ
な
け
れ
ば
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
で
は
な
い
」
が
き
っ

か
け
に
な
り
、
ロ
ペ
ス
さ
ん
は

ブ
ロ
ン
ク
ス
出
身
だ
が
現
在
は

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
在
住
、
ア
リ
ク

オ
さ
ん
は
西
海
岸
生
ま
れ
だ
が

育
ち
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
島
、「
誰

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
な
の
か
決

め
て
く
れ
る
機
関
が
あ
っ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
。
権
力
は

ま
っ
た
く
な
い
が
、
投
稿
者
の

意
見
を
基
に
誰
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
な
の
か
を
認
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
サ
イ
ト
」
の
開
設
に

至
っ
た
と
い
う
。

　

検
証
を
受
け
る
た
め
に
は

「
出
自
」
と
「
経
験
」
の
２
つ

の
方
法
が
あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク

１
「
出
自
」
は
、
同
市
５
地
区

の
高
校
入
学
ま
た
は
卒
業
証
明

書
、
出
生
証
明
書
、
１
〜
４
年

生
継
続
的
に
通
学
し
て
い
た
こ

と
の
証
明
を
提
示
す
る
。
ト
ラ

ッ
ク
２
は
Ｎ
Ｙ
生
ま
れ
で
は
な

い
申
請
者
用
で
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
条
件
は
厳
し
い
在
留
資
格

テ
ス
ト
に
似
て
い
る
。
在
留
期

間
、
Ｎ
Ｙ
で
ど
れ
ほ
ど
頑
張

っ
た
か
、
経
験
か
ら
何
を
学

ん
だ
の
か
、
意
図
的
に
面
倒

に
考
案
さ
れ
た
質
問
に
答
え
、

１
０
０
０
点
獲
得
で
合
格
と
な

る
。
Ｄ
Ｎ
Ｙ
Ｖ
は
サ
フ
ァ
ー

（
悩
み
苦
し
む
）
し
て
こ
な
か

っ
た
申
請
者
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
と
し
て
認
め
な
い
」
と
解
説

し
て
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に

な
り
た
い
人
はhttps://dnyv.

nyc/#home

を
参
照
す
る
。

非公式ですが
ニューヨーカー
認定します

ち
ら
の
食
品
商
社
数
社
と
最
終

的
な
輸
入
に
向
け
た
詰
め
を
し

て
お
り
12
月
に
は
お
届
け
で
き

る
予
定
だ
」
と
話
す
。

　

同
社
で
は
レ
ス
ト
ラ
ン
、
業

者
向
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ベ

ル
、
タ
レ
、
合
わ
せ
味
噌
な
ど

の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
製
造
も
受
け
る
。
商

材
な
ど
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
：hayakawa-try@misoya.

net

展示会で味噌を説明する田所社長（右）

https://www.hakubainyc.com/
mailto:hoshuko@jwsny.org
http://www.nyjalc.org
https://dnyv.nyc/#home
mailto:hayakawa-try@misoya.net
https://www.zeffy.com/en-US/ticketing/2-16
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日
本
の
ご
実
家
の
お
墓
、
最

後
に
お
参
り
し
た
の
は
い
つ
で

す
か
？

　

管
理
費
は
払
っ
て
い
る
。
で

も
、
草
は
伸
び
て
い
な
い
か
、

石
は
傾
い
て
い
な
い
か
。
気
に

は
な
っ
て
も
、
遠
く
て
確
か
め

よ
う
が
な
い
。
海
外
で
暮
ら
す

方
な
ら
で
は
の
悩
み
だ
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
茨
城
県
で
２
７
９
年
続

く
石
材
店
の
13
代
目
で
す
。
お

寺
と
二
人
三
脚
で
霊
園
を
つ
く

り
、
多
く
の
方
の
お
墓
選
び
に

立
ち
会
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
供
養
を
「
大
切
な

ひ
と
の
幸
せ
を
願
う
こ
と
」
と

考
え
て
い
ま
す
。
祈
り
を
か
た

ち
に
し
、
つ
な
が
り
を
絶
や
さ

ず
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
で

す
。
生
前
に
お
墓
を
求
め
る
方

の
多
く
は
、
ご
自
身
だ
け
で
な

く
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や
ご
先
祖
、

ま
だ
見
ぬ
子
孫
の
こ
と
ま
で
想

い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

親
は
2
人
、
祖
父
母
は
4

人
。
30
代
さ
か
の
ぼ
れ
ば
先
祖

は
10
億
人
を
超
え
ま
す
。
約

９
０
０
年
前
、
日
本
の
人
口
は

1
０
０
０
万
人
に
も
満
た
ず
、

私
た
ち
は
ど
こ
か
で
必
ず
血
が

つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
「
つ

な
が
り
」
に
感
謝
し
、
手
を
合

わ
せ
る
形
が
お
墓
で
す
。

　

一
方
、
今
の
日
本
で
は
継
ぐ

人
の
い
な
い
お
墓
が
増
え
、
檀

家
の
減
少
に
悩
む
お
寺
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
骨
を
移
す

「
墓
じ
ま
い
（
改
葬
）」
は
年
間

16
万
件
を
超
え
、
過
去
最
多
と

な
り
ま
し
た
。

　

墓
じ
ま
い
は
、
親
族
と
の
相

談
、
新
し
い
納
骨
先
の
決
定
、

役
所
で
の
改
葬
許
可
、
閉
眼
供

養
、
墓
石
の
撤
去
と
い
う
流
れ

で
進
み
ま
す
。
移
す
先
も
「
樹

木
葬
」「
海
洋
散
骨
」、
継
ぐ
人

が
い
な
く
て
も
お
寺
が
供
養
を

続
け
る
「
永
代
供
養
墓
」
な
ど
、

選
択
肢
は
広
が
り
ま
し
た
。
書

類
の
多
く
は
郵
送
で
済
み
、
現

地
の
作
業
は
代
行
も
可
能
。
海

外
に
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

お
墓
を
し
ま
う
こ
と
は
、
ご

先
祖
を
粗
末
に
す
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
形
が
変
わ
っ
て

も
、
大
切
な
ひ
と
の
幸
せ
を
願

う
心
が
続
け
ば
、
そ
れ
が
供
養

で
す
。
離
れ
て
暮
ら
す
今
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
の
心
を
ど
う
残
す

か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

11
月
５
日
、
６
日
の

「M
emento M

ori in NYC

」

で
は
会
場
に
二
日
間
い
る
予
定

で
す
。
故
郷
の
お
墓
の
こ
と
、

お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ

い
。

創
業
２
７
９
年
の
当
主
が
語
る
供
養
の
本
質

プロフィール＝ 山﨑哲
男（やまざき てつお）株
式会社石平 代表取締
役 http://www.ishihei.
com 1747年（延享 4年）
創業の石材業 13代目。
NPO中間支援組織を経
て 2003 年に家業へ入
社、石職人として修業後、
2011年に代表取締役就
任。茨城県内で永代供
養付き霊園 7カ所を運営
し、海洋散骨・終活・相
続支援まで手がける「供
養文化創造企業」として、
新しい供養のかたちを提
案している。2026年 10
月、山﨑石材店から株
式会社石平へ社名変更。
2026年 11月「Memento 
Mori in NYC」でプレゼ
ンテーション予定。

（連載 5）

株式会社石平 代表取締役社長

山﨑哲男

海の向こうから
故郷のお墓を想う方へ

Memento Mori in NYC
The Art of 

Japanese Life & Death
11月 5日・6日　10:00～ 19:00

RESOBOX（91E 3rd St）
www.mementomori-nyc.com

チケット購入はウェブサイトから
https://resobox.com/events/

　

こ
ん
に
ち
は
。
前
回
は
、
水

素
に
は
「
吸
う
」「
飲
む
」「
お

風
呂
に
入
る
」「
サ
プ
リ
メ
ン

ト
を
摂
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
入
れ
方
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
身
体
に
入
る
経
路
が
異
な

る
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
私
が
最
も
多
く
ご

紹
介
す
る
「
水
素
吸
入
」
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

水
素
吸
入
は
、
鼻
な
ど
か
ら
水

素
ガ
ス
を
吸
入
す
る
方
法
で

す
。
吸
い
込
ま
れ
た
水
素
は
肺

の
奥
に
あ
る
肺
胞
へ
届
き
、
肺

毛
細
血
管
か
ら
血
液
中
へ
拡
散

し
ま
す
。
そ
し
て
肺
静
脈
か
ら

心
臓
の
左
側
を
経
て
、
全
身
の

循
環
へ
と
運
ば
れ
て
い
き
ま

す
。

　

私
た
ち
は
普
段
、
呼
吸
に
つ

い
て
深
く
意
識
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
肺
に
は
酸
素
を

血
液
へ
取
り
込
む
た
め
の
細
か

な
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
水
素

吸
入
も
、
こ
の
肺
を
入
口
と
し

て
水
素
を
取
り
入
れ
る
方
法
で

す
。
水
素
は
非
常
に
小
さ
な
分

子
で
あ
り
、
そ
の
性
質
に
つ
い

て
も
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
サ
ロ
ン
で
は
、
水
素
吸

入
を
初
め
て
体
験
さ
れ
た
お
客

様
か
ら
、「
身
体
が
ポ
カ
ポ
カ

し
た
」「
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
」

「
す
っ
き
り
し
た
気
が
す
る
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
感
想
を

い
た
だ
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
感

じ
方
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
医

学
的
な
効
果
を
示
す
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

水
素
吸
入
は
、
吸
入
中
も
ゆ

っ
く
り
休
ん
だ
り
、
本
を
読
ん

だ
り
し
な
が
ら
過
ご
せ
ま
す
。

ご
自
宅
で
は
、
生
活
の
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
取
り
入
れ
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

水
素
吸
入
器
に
も
、
水
素
の

発
生
量
や
使
用
方
法
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
私

自
身
も
複
数
の
機
器
を
使
用
し

て
お
り
、
ご
自
宅
へ
の
導
入
を

ご
検
討
さ
れ
る
方
に
は
、
生
活

ス
タ
イ
ル
や
使
い
方
に
合
わ
せ

て
選
択
肢
を
ご
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
実
際
に
体
験
し
、

ご
自
身
に
合
っ
た
取
り
入
れ
方

を
考
え
て
み
る
の
も
一
つ
の
選

択
肢
で
す
。

　

次
回
は
、「
飲
む
水
素
」
で

あ
る
水
素
水
が
身
体
の
中
で
ど

の
よ
う
な
経
路
を
た
ど
る
の
か

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

水
素
吸
入
の
体
験
や
、
ご
自

宅
へ
の
水
素
機
器
の
導
入
に
ご

興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
こ

れ
か
ら
も
、
水
素
が
皆
様
の

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
穏
や

か
に
寄
り
添
う
存
在
の
一
つ
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
62
）
水
素
吸
入 

〜
肺
か
ら
取
り
入
れ
る
水
素
の
経
路
〜

232
 　

「
お
客
様
は
神
様
で
す
」。
日

本
で
暮
ら
し
た
こ
と
の
あ
る
方

な
ら
、
一
度
は
耳
に
し
た
言
葉

で
す
よ
ね
。
歌
手
の
三
波
春
夫

さ
ん
の
名
言
と
し
て
有
名
で
す

が
、
皆
さ
ん
、
こ
の
言
葉
の
本

当
の
意
味
を
ご
存
じ
で
し
た

か
？
今
で
も
あ
る
「
三
波
さ
ん

の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
」
に

よ
る
と
、
神
前
で
祈
る
と
き
の

よ
う
に
雑
念
を
払
っ
た
澄
ん
だ

心
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
完
璧
な

芸
は
お
見
せ
で
き
な
い
。
だ
か

ら
客
席
の
お
客
様
を
神
様
と
み

て
歌
う
の
だ
、
と
い
う
意
味
だ

っ
た
そ
う
で
す
。「
お
客
様
に

は
何
を
さ
れ
て
も
我
慢
し
な
さ

い
」
と
は
、
ひ
と
言
も
言
っ
て

い
な
い
。
い
や
あ
、
ま
っ
た
く

逆
の
意
味
で
広
ま
っ
て
し
ま
っ

た
わ
け
で
す
（
笑
）。

　

そ
の
「
神
様
」
の
国
の
日
本

が
、
こ
の
10
月
、
ル
ー
ル
を
変

え
ま
し
た
。
２
０
２
６
年
10
月

１
日
、
改
正
労
働
施
策
総
合
推

進
法
が
施
行
さ
れ
、
カ
ス
タ
マ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
い
わ
ゆ
る

「
カ
ス
ハ
ラ
」
を
防
ぐ
た
め
の

措
置
が
、
規
模
を
問
わ
ず
す
べ

て
の
事
業
主
の
義
務
に
な
り
ま

し
た
。「
お
客
様
！
お
客
様
は

神
様
で
す
が
、
そ
れ
以
上
言
う

た
ら
、
う
ち
の
従
業
員
が
泣
い

お
客
様
は
「
神
様
」
で
す
が
、
そ
れ

以
上
言
う
と
「
カ
ス
ハ
ラ
」
で
す

ち
ゃ
い
ま
す
。
神
様
、
も
う
勘

弁
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
感

じ
で
す
か
ね
。
ち
ょ
う
ど
、
今

の
介
護
が
必
要
と
さ
れ
る
方
々

が
ド
ン
ピ
シ
ャ
り
三
波
春
夫
さ

ん
の
歌
で
育
っ
て
き
た
世
代
で

す
か
ら
ね
。

　

横
道
に
そ
れ
ま
し
た
が
、
つ

ま
り
、
法
律
で
い
う
カ
ス
ハ
ラ

と
は
、
①
お
客
さ
ん
や
取
引
先

な
ど
の
言
動
で
、
②
仕
事
の
性

質
な
ど
に
照
ら
し
て
社
会
通
念

上
許
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
、
③

働
く
人
の
職
場
環
境
が
害
さ
れ

る
も
の
。
こ
の
３
つ
が
そ
ろ
っ

た
も
の
を
指
し
ま
す
。
事
業
主

は
、
方
針
を
決
め
て
職
員
に
周

知
し
、
相
談
窓
口
を
整
え
、
起

き
た
と
き
に
は
迅
速
に
対
応
す

る
。
そ
う
し
た
仕
組
み
を
作
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
ち
な
み
に
東
京
都
は
一
足

早
く
、
２
０
２
５
年
４
月
に
全

国
初
の
カ
ス
ハ
ラ
防
止
条
例
を

施
行
し
て
い
ま
す
。
罰
則
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
何
人
も
、
あ

ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
」
カ
ス
ハ

ラ
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。
な
か
な
か
思

い
切
っ
た
書
き
ぶ
り
で
す
。（
罰

則
は
な
い
の
よ
ね
）

　

ま
さ
に
介
護
の
現
場
こ
そ
一

番
起
き
う
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ

と
確
信
し
て
い
ま
す
。だ
か
ら
、

厚
生
労
働
省
は
調
査
し
ま
し

た
。２
０
１
８
年
度
の
そ
れ
は
、

利
用
者
さ
ん
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
受
け
た
経
験
の
あ
る
介
護

職
員
は
４
〜
７
割
程
度
、
ご
家

族
か
ら
は
１
〜
３
割
程
度
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。
特
に
訪
問
介
護

は
、利
用
者
さ
ん
の
ご
自
宅
で
、

職
員
１
人
と
1
対
１
。
目
撃
者

が
い
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
認
知

症
の
症
状
と
し
て
の
言
動
な
の

か
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
の
か
、

現
場
の
職
員
は
毎
日
そ
の
線
引

き
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

実
は
介
護
・
障
害
福
祉
の
事

業
所
に
は
、
２
０
２
１
年
度
の

報
酬
改
定
か
ら
、
職
場
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
が
す
で
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

利
用
者
さ
ん
や
ご
家
族
か
ら
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
「
対
策
を
講
じ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
扱
い

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
今

回
の
法
改
正
で
、
職
員
を
組
織

と
し
て
守
る
仕
組
み
づ
く
り

が
、
介
護
に
限
ら
ず
す
べ
て
の

職
場
で
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
わ
け
で
す
。
国
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
運
営
基
準
で
も
カ

ス
ハ
ラ
へ
の
対
応
を
義
務
付
け

る
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。
私

も
こ
の
年
末
に
か
け
て
、
訪
問

介
護
の
事
業
所
や
市
役
所
で
、

こ
の
テ
ー
マ
の
研
修
を
担
当
し

ま
す
。
準
備
を
し
な
が
ら
強
く

思
う
の
は
、「
お
客
様
を
大
切

に
す
る
こ
と
」
と
「
職
員
を
守

る
こ
と
」
は
、
決
し
て
矛
盾
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
職
員

が
安
心
し
て
働
け
な
い
事
業
所

で
は
、
結
局
、
利
用
者
さ
ん
へ

の
サ
ー
ビ
ス
も
続
き
ま
せ
ん
か

ら
。

　

で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
介
護
等
領
域
に

限
ら
ず
、
全
体
で
調
べ
て
み

る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で

は
２
０
２
４
年
に
小
売
労
働

者
安
全
法
（Retail W

orker 
Safety Act

）
が
成
立
し
、

２
０
２
５
年
６
月
か
ら
、
一
定

規
模
以
上
の
小
売
店
に
、
職
場

暴
力
を
防
ぐ
方
針
づ
く
り
と
従

業
員
研
修
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
病
院
や
ナ
ー
シ

ン
グ
ホ
ー
ム
な
ど
で
直
接
ケ
ア

に
あ
た
る
職
員
へ
の
暴
行
は
、

州
法
で
重
罪
と
し
て
扱
わ
れ
る

そ
う
で
す
。
カ
ス
ハ
ラ
と
い
う

言
葉
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
働

く
人
へ
の
暴
言
や
暴
力
に
厳
し

い
姿
勢
は
、
さ
す
が
ア
メ
リ
カ

だ
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は

「
罰
」
で
働
く
人
を
守
り
、
日

本
は
「
事
業
主
の
仕
組
み
」
で

守
る
。
同
じ
問
題
に
向
き
合
い

な
が
ら
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い

が
な
ん
と
も
お
国
柄
だ
な
あ
と

感
じ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
日
本
の
ご
実
家

で
、
親
御
さ
ん
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
使
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
電

話
口
で
、
つ
い
、
ア
メ
リ
カ
ナ

イ
ズ
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
日
本

の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
さ
ん
に
強
い
口
調
で
お

願
い
し
て
し
ま
う
こ
と
、
あ
り

ま
せ
ん
か
。
離
れ
て
暮
ら
す
か

ら
こ
そ
の
心
配
、も
ど
か
し
さ
。

主
張
し
な
い
と
、
な
あ
な
あ
で

察
し
て
動
く
、
動
か
な
い
日
本

な
ら
で
は
の
進
め
方
に
苛
立
ち

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
気
持
ち
は
痛
い
ほ
ど
わ
か
り

ま
す
。
で
も
、
受
け
取
る
側
に

と
っ
て
は
、
思
っ
た
以
上
に
重

た
い
一
言
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

三
波
さ
ん
が
言
っ
た
よ
う

に
、
ま
っ
さ
ら
な
心
で
向
き
合

う
。
神
様
は
ど
ち
ら
か
一
方
に

い
る
の
で
は
な
く
、
お
互
い
の

中
に
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
、

介
護
も
少
し
だ
け
、
や
さ
し
く

な
る
気
が
し
ま
す
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

楽しい
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（7）　　 ［ローカル経済］ 2026年（令和 8年）10月 17日（土）

　

日
本
の
経
済
成
長
戦
略
と
企

業
統
治
（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
）
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
「
日
本
は
復
活
し
た
の

か
？ 

成
長
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
」
が
９
月
30
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で
開
催
さ

れ
た
。
米
国
ア
ジ
ア
法
研
究
所

が
主
催
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
が
共

催
。
ポ
ー
ル
・
シ
ェ
ア
ー
ド
博

士
が
ブ
ル
ー
ス
・
ア
ロ
ン
ソ
ン

教
授
と
と
も
に
、
高
市
内
閣
の

経
済
政
策「
サ
ナ
エ
ノ
ミ
ク
ス
」

と
安
倍
政
権
の
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
を
比
較
し
、
日
本
の
成
長

戦
略
と
企
業
統
治
の
変
化
に
つ

い
て
議
論
し
た
。

　

シ
ェ
ア
ー
ド
氏
は
講
演
で
、

日
本
経
済
は
マ
ク
ロ
経
済
の
面

で
「
復
活
し
た
」
と
の
見
方
を

示
し
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、

１
９
９
４
年
か
ら
２
０
１
３
年

ま
で
の
約
20
年
間
、
日
本
が
慢

性
的
な
デ
フ
レ
に
苦
し
ん
だ
一

方
、
２
０
２
２
年
以
降
は
物
価

上
昇
が
再
び
顕
在
化
し
、
名
目

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
大

き
く
伸
び
た
こ
と
を
挙
げ
た
。

こ
う
し
た
変
化
が
株
式
市
場
の

活
況
を
後
押
し
し
、
日
本
銀
行

が
金
融
政
策
の
正
常
化
を
進
め

る
環
境
に
つ
な
が
っ
た
と
分

析
。「
日
本
は
正
常
な
マ
ク
ロ

経
済
を
取
り
戻
し
た
」
と
主
張

し
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｓ
が
Ｘ
Ｒ
バ
ス
観
光

Ｎ
Ｙ
で
営
業
を
開
始

仮想と現実を融合

　

旅
行
会
社
Ｈ
Ｉ
Ｓ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
ズ
は
、
Ｎ

Ｙ
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
観
光
の
新
た

な
一
手
と
な
る
新
サ
ー
ビ
ス

「XploreRide NYC

（
エ
ク
ス

プ
ロ
ア
ラ
イ
ド
Ｎ
Ｙ
Ｃ
）」
を

開
始
、
１
日
午
後
に
メ
デ
ィ
ア

や
Ｎ
Ｙ
市
観
光
課
の
職
員
ら
を

招
い
て
記
者
会
見
と
試
乗
体
験

会
を
行
っ
た
。

　
「XploreRide NYC

」

は
、

市
内
観
光
バ
ス
と
Ｘ
Ｒ
（
ク
ロ

ス
リ
ア
リ
テ
ィ
）
映
像
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
融
合
さ
せ
た
次
世

代
観
光
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
。「
Ｘ
Ｒ
」「
エ
ク
ス
プ
ロ
ア
」

「
ラ
イ
ド
」
と
い
う
３
つ
の
言

葉
を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
の
同

サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
が
企
画

運
営
し
、
日
本
各
地
の
観
光
地

で
数
々
の
Ｘ
Ｒ
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

践
し
好
評
を
得
て
い
る
ネ
イ
キ

ッ
ド
イ
ン
ク
が
監
修
、
東
京
大

学
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
ラ

イ
ド
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
開
発
し
た

最
先
端
の
Ｘ
Ｒ
技
術
で
、
現
実

世
界
と
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

を
ス
ム
ー
ズ
に
接
続
さ
せ
て
い

る
。
ハ
ワ
イ
で
は
昨
年
か
ら
既

に
運
行
さ
れ
て
お
り
、
今
ま
で

に
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

観
光
客
の
人
気
を
呼
ん
で
い

る
。

　

Ｘ
Ｒ
と
は
、
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現

実
）、
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）、
Ｍ

Ｒ
（
複
合
現
実
）、
Ｓ
Ｒ
（
代

替
現
実
）
か
ら
構
成
さ
れ
、
現

実
世
界
と
仮
想
世
界
を
融
合
さ

せ
て
新
し
い
体
験
を
生
み
出
す

技
術
の
総
称
。
顧
客
は
、
二
階

建
て
観
光
バ
ス
に
乗
り
込
み
、

ゴ
ー
グ
ル
を
着
用
し
て
客
そ
れ

ぞ
れ
が
名
前
や
ア
バ
タ
ー
を
設

定
す
る
と
、
現
実
世
界
や
仮
想

世
界
、
ま
た
そ
の
間
の
複
合
世

界
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が

ら
、
観
光
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。

　
「XploreRide NYC

」

は
、

二
階
建
て
バ
ス
で
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
51
丁
目
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
、
市

立
図
書
館
、
マ
ジ
ソ
ン
街
、
近

代
美
術
館
、
７
番
街
、
タ
イ
ム

ズ
ス
ク
エ
ア
で
ゴ
ー
ル
と
い
う

コ
ー
ス
を
回
っ
て
い
る
間
に
、

自
由
の
妖
精
「
リ
バ
テ
ィ
」
と

一
緒
に
、
市
立
図
書
館
、
グ
ラ

ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
橋
、
Ｎ
Ｙ
市
地
下
鉄
、

近
代
美
術
館
（
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
）、

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
、
タ
イ
ム
ズ

ス
ク
エ
ア
と
い
っ
た
Ｎ
Ｙ
市
の

観
光
名
所
の
２
５
０
年
の
歴
史

な
ど
を
学
ぶ
ス
ト
ー
リ
ー
が
展

開
さ
れ
る
。
実
際
に
バ
ス
か
ら

見
え
る
現
実
の
映
像
に
Ｃ
Ｇ
が

混
ざ
っ
た
り
、
全
方
位
３
６
０

度
カ
バ
ー
さ
れ
た
仮
想
世
界
に

没
入
し
て
仮
想
世
界
で
見
え
て

い
る
シ
ー
ン
を
撮
影
で
き
た
り

（
そ
の
画
像
は
後
で
所
定
の
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
）
と
さ
ま
ざ
ま
な
操
作
が
で

き
、
今
ま
で
の
Ｎ
Ｙ
観
光
で
は

な
か
っ
た
新
感
覚
の
体
験
が
で

き
る
。
試
乗
体
験
会
で
も
、
迫

力
あ
る
シ
ー
ン
で
は
皆
大
き
な

声
を
出
す
な
ど
、
参
加
者
は
Ｘ

Ｒ
映
像
に
よ
る
特
別
体
験
を
楽

し
ん
で
い
た
。

　

現
時
点
で
は
、
日
本
語
と
英

語
の
２
言
語
を
選
択
で
き
る

が
、
今
後
は
ス
ペ
イ
ン
語
、
フ

ラ
ン
ス
語
な
ど
他
言
語
も
数
多

く
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
予

定
と
の
こ
と
。
所
要
時
間
は
45

分
。
週
６
日
、
１
日
４
本
の
運

行
。
定
員
は
１
ツ
ア
ー
40
人
。

料
金
は
、
大
人
30
ド
ル
、
７
歳

〜
11
歳
は
15
ド
ル
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
を
Ｎ
Ｙ
で
展
開

し
始
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｈ

Ｉ
Ｓ
の
米
国
法
人
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ

る
熊
本
智
久
氏
は
「
好
評
い
た

だ
い
て
い
る
ハ
ワ
イ
に
続
き
、

歴
史
が
あ
り
、
世
界
の
観
光
の

中
心
地
で
も
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
で

き
る
こ
と
を
光
栄
に
思
う
。
Ｎ

Ｙ
市
観
光
課
の
皆
さ
ん
の
協
力

も
得
て
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た

Ｎ
Ｙ
観
光
の
新
し
い
選
択
肢
と

し
て
、
ぜ
ひ
多
く
の
お
客
様
に

体
験
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
て
い
た
。

　

一
方
、
企
業
統
治
に
つ
い
て

は
、
日
本
が
改
革
を
通
じ
て
大

き
く
変
化
し
て
き
た
と
指
摘
。

過
去
35
年
間
に
わ
た
り
、
企
業

統
治
や
金
融
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
改
革
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
経

営
陣
は
独
立
し
た
株
主
に
よ
る

監
視
や
圧
力
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
企
業

資
産
を
よ
り
有
効
に
管
理
・
活

用
す
る
た
め
の
経
営
手
段
も
整

っ
て
き
た
と
説
明
し
た
。　

　

講
演
で
は
、
国
内
外
の
経
済

情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
日
本

の
戦
略
的
優
先
課
題
が
ど
う
変

わ
る
の
か
に
つ
い
て
も
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。
当
日
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
片
平
聡
大

使
、
新
た
に
着
任
し
た
財
務
省

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
首
席
代
表
の

神
野
貴
史
氏
ら
も
出
席
し
て
聴

講
し
、
日
本
経
済
の
現
状
と
今

後
の
成
長
に
向
け
た
課
題
を
考

え
る
機
会
と
な
っ
た
。

日
本
は
復
活
し
た
の
か

Ｎ
Ｙ
大
で 

成
長
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
討
論

　

日
本
全
国
は
も
ち
ろ
ん
、
海

外
を
含
め
数
多
く
の
理
美
容
ブ

ラ
ン
ド
の
サ
ロ
ン
を
展
開
し
て

い
る
理
美
容
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
企

業
、
株
式
会
社
リ
ビ
ア
ス
の
代

表
取
締
役
社
長
で
あ
る
大
西
昌

宏
氏
＝
写
真
＝
の
講
演
会
が
、

11
月
11
日
（
水
）
午
後
６
時
か

ら
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
西
45
丁

目
49
番
地
５
階
）
で
開
催
さ
れ

る
。    

　

当
日
の
講
演
で
は
、「
人
が

足
り
な
い
か
ら
出
店
で
き
な
い

̶

そ
れ
は“

思
い
込
み”

で
す
。 

人
が
足
り
な
い
時
こ
そ
、
出
店

し
て
組
織
を
強
く
す
る
。 

人

手
不
足
に
勝
つ
会
社
は
、
攻
め

る
会
社
で
す
。 

店
舗
を
増
や

す
こ
と
こ
そ
、
経
営
の
突
破
口

に
な
る
」
と
い
う
持
論
を
美
容

サ
ロ
ン
２
３
０
店
舗
を
展
開
す

る
大
西
氏
が
「
勝
つ
た
め
の
経

営
」
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
飲
食
・
美

容
・
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
す
る

オ
ー
ナ
ー
ら
必
聴
の
セ
ミ
ナ
ー

と
な
っ
て
い
る
。

　

午
後
７
時
か
ら
は
参
加
者
と

の
懇
親
会
を
予
定
。先
着
50
人
。

参
加
希
望
は
事
前
に
Ｅ
メ
ー
ル 

masami@ribiasusa.com 

ま

で
申
し
込
む
。
大
西
氏
初
め
て

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
講
演
。
参
加

費
は
無
料
。

「
勝
つ
た
め
の
経
営
」    

大
西
昌
宏 

氏
が
講
演
会

11
月
11
日
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で

シ
ェ
ア
ー
ド
博
士
と
ア
ロ
ン
ソ
ン
教
授

日本の経済成長戦略について討論するシェアード博士（左）とアロンソン教授

　
日
系
企
業
の
職
場
で
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
考
え
る

　
　
　

日
本
ク
ラ
ブ
で
28
日

　

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
い
て

考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
が
10
月
28
日

（
水
）
午
後
6
時
か
ら
8
時
ま

で
、
日
本
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工

会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
と
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
の
共
催
。
当
日
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
お
け
る

高
業
績
企
業
―
米
国
の
日
系
企

業
拠
点
に
と
っ
て
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
が
重
要
な
経
営
戦
略
で
あ

る
理
由
」
を
テ
ー
マ
に
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
片
平
大
使

が
挨
拶
す
る
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
局
の
イ
ク
タ
・
ユ
ミ

コ
氏
が
登
壇
。
米
国
三
菱
商
事

の
人
事
担
当
役
員
と
Ｎ
Ｙ
育
英

学
園
の
理
事
長
・
学
園
長
も
事

例
を
発
表
し
、
従
業
員
と
そ
の

家
族
を
支
え
る
企
業
・
教
育
機

関
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://rblpartners.com/
mailto:masami@ribiasusa.com
mailto:masami@ribiasusa.com
mailto:masami@ribiasusa.com
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こ
の
連
載
は
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
人
を
読
者
対
象
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
日
本
文

化
や
マ
ナ
ー
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

日
本
に
関
す
る
話
題
な
ど
を
簡

単
な
日
本
語
で
毎
月
第
３
週
号

に
掲
載
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人

の
友
人
な
ど
に
ご
案
内
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
漢
字
を
ま
だ
習
っ

て
い
な
い
お
子
様
に
と
っ
て
も

社
会
を
知
り
、
漢
字
に
接
す
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

日に
ほ
ん本
に
は
季き
せ
つ節
に
合あ

わ
せ
て
服ふ
く
を
入い

れ
替か

え

る
「
衣
替
え
（
こ
ろ
も

が
え
）」
と
い
う
習
し
ゅ
う
か
ん慣

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
歴れ
き
し史

は
古ふ
る
く
、
平へ
い
あ
ん
じ
だ
い

安
時
代
の

宮き
ゅ
う
ち
ゅ
う
ぎ
ょ
う
じ

中

行

事
に
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
今い
ま
で
も
6

月が
つ
と
10
月が
つ
は
衣こ
ろ
も
が替
え
の

節ふ
し
め目
。
学が
っ
こ
う校の
制せ
い
ふ
く服だ
け

で
な
く
、
家か
て
い庭
で
も
夏
な
つ
ふ
く服

と
冬ふ
ゆ
ふ
く服
を
入い

れ
替か

え
ま

す
。

　

さ
ら
に
日に
ほ
ん本
の
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
店て
ん
の
中な
か
に
は
、

洗あ
ら
っ
た
コ
ー
ト
な
ど
を

次つ
ぎの
季き
せ
つ節
ま
で
預あ
ず
か
っ
て

く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

店み
せも
！　

ア
メ
リ
カ
で
も

季き
せ
つ節
ご
と
に
服ふ
く
を
整せ
い
り理
し

ま
す
が
、
日に
ほ
ん本
の
よ
う
に

10
月
は
衣こ
ろ
も
が替
え
！　

服ふ
く

に
も
季き
せ
つ節
の
ご
あ
い
さ
つ

も
の
言い

え
ば
唇
く
ち
び
る
さ
む
寒
し
秋あ
き

の
風か
ぜ

・衣替え（ころもがえ）：Seasonal wardrobe change
・習慣（しゅうかん）：Custom / Tradition
・平安時代（へいあんじだい）：Heian period (794‒1185)
・宮中行事（きゅうちゅうぎょうじ）：Imperial court ceremony
・さかのぼる：To date back to
・節目（ふしめ )Turning point / Seasonal transition
・預かる（あずかる）：To store / To keep for someone
・松尾芭蕉（まつおばしょう）：He is a famous Haiku poet in the 17th century.

衣こ
ろ
も
が
替
え
の
時じ
き期
が
広ひ
ろ
く
知し

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

昔
む
か
しの
宮
き
ゅ
う
ち
ゅ
う
ぎ
ょ
う
じ

中

行

事

が
、
現げ
ん
だ
い代の
暮く
ら
し
や
サ

ー
ビ
ス
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
な
ん
て
、
面お
も
し
ろ白い
で

す
ね
！

（
長
久
保
美
奈
、マ
ナ
ー
講
師
）

《言葉の意味（ことばのいみ）》

文
と
イ
ラ
ス
ト　

平
田
恵
子

　

か
の
松ま
つ
お
ば
し
ょ
う

尾
芭
蕉
が
詠よ

ん

だ
五ご
し
ち
ご
七
五
の
俳は
い
く句
が
由ゆ
ら
い来

で
す
。
人ひ
と
の
悪わ
る
ぐ
ち口
を
言い

っ

た
り
、
自じ
ぶ
ん分
の
長
ち
ょ
う
し
ょ
所
を

得と
く
い意
げ
に
話は
な
し
た
り
し
た

後あ
と
は
、
冷つ
め
た
い
秋あ
き
か
ぜ風
が
吹ふ

き
抜ぬ

け
る
よ
う
に
後あ
と
あ
じ味
が

悪わ
る
く
寒さ
む
ざ
む々
と
し
た
気き
も持
ち

に
な
る
と
い
う
意い
み味
。
こ

こ
に
は
、
自
み
ず
から
の
発は
つ
げ
ん言
の

重お
も
み
を
自じ
か
く覚
し
、
自じ
ぶ
ん分
の

感か
ん
じ
ょ
う
情
や
言こ
と
ば葉
を
丁て
い
ね
い寧
に

整と
と
のえ
よ
う
と
す
る
日に
ほ
ん
じ
ん
本
人

の
和わ

を
愛あ
い
す
る
自じ
せ
い
し
ん

制
心
が

根こ
ん
て
い
底
に
あ
り
ま
す
。
言こ
と
ば葉

は
一い
ち
ど
く
ち

度
口
に
す
る
と
取と

り
消け

せ
な
い
か
ら
こ
そ
、

相あ
い
て手
も
自じ
ぶ
ん分
も
心こ
こ
ち地
よ
い

言こ
と
ば
え
ら

葉
選
び
を
重お
も
ん
じ
る
心
こ
こ
ろ

が
け
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

友と
も
だ
ち
達
と
の
会か
い
わ話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
自
じ
ま
ん
ば
な
し

慢
話
や
陰か
げ
ぐ
ち口
を
言い

い

過す

ぎ
て
後こ
う
か
い悔
し
た
と
き
に

も
使つ
か
え
ま
す
。

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
Ｊ
Ｓ
）
舞
台
公
演
部
は
、

２
０
２
６
年
秋
か
ら
27
年
春
シ

ー
ズ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
を
発
表
し
た
。
９
月

か
ら
12
月
ま
で
の
４
か
月
は
ア

メ
リ
カ
建
国
２
５
０
周
年
を
記

念
し
て
【TWO SOILS

シ
リ

ー
ズ
】
と
題
し
、
米
国
と
日
本

と
い
う
２
つ
の
国
の
起
源
や
神

話
、
伝
統
、
歴
史
か
ら
着
想
し

た
舞
台
公
演
シ
リ
ー
ズ
を
開
催

す
る
。

　

第
３
弾
は
、
東
京
を
拠
点
に

活
躍
す
る
新
進
気
鋭
の
ダ
ン

ス
カ
ン
パ
ニ
ー
、
ケ
ダ
ゴ
ロ

に
よ
る
『
代
が
君
・
ベ
ロ
ベ

ロ
・
ケ
ル
ベ
ロ
ス
（The Age 

is Yours, My Liege! A Tale of Proto-Japan
）』
国
際
初
演

（
11
月
6
日
・
7
日
）。
ア
ジ
ア
・

ダ
ン
ス
シ
ー
ン
の
新
星
、
振
付

家
の
下
島
礼
紗
（
し
も
じ
ま
・

れ
い
さ
）
率
い
る
ケ
ダ
ゴ
ロ
に

よ
る
こ
の
作
品
は
、日
本
の「
国

体
」
を
テ
ー
マ
に
風
習
、儀
式
、

集
団
主
義
、
天
皇
と
い
う
象
徴

な
ど
歴
史
的
か
つ
社
会
的
要
素

を
組
み
合
わ
せ
、
国
民
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
う
、
挑
戦

的
か
つ
斬
新
な
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
。

　

シ
リ
ー
ズ
の
最
後
を
飾
る
12

月
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
系

ア
メ
リ
カ
人
の
音
楽
家
カ
オ

ル
・
ワ
タ
ナ
ベ
と
、
ラ
コ
タ
族

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
／
ビ
ジ
ュ

ア
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る

カ
イ
ト
（
ス
ザ
ン
ヌ
・
カ
イ

ト
）
に
よ
る
音
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム

『White Stones

』（
12
月
11

日
）。ワ
タ
ナ
ベ
が
和
太
鼓
、笛
、

箏
、
ボ
ー
カ
ル
、
バ
イ
オ
リ
ン

等
の
楽
器
を
駆
使
し
唯
一
無
二

の
サ
ウ
ン
ド
を
紡
ぎ
出
し
、
先

住
民
の
世
界
観
と
祖
先
の
物
語

に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
る
Ａ
Ｉ

を
駆
使
し
た
カ
イ
ト
の
音
楽
表

現
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
融
合
す

る
。
能
楽
と
ラ
コ
タ
族
の
儀
式

と
い
う
、
と
も
に
「
石
」
を
重

要
な
要
素
と
す
る
表
現
様
式
を

源
流
と
し
て
お
り
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
空
間
全
体
に
小
石
が
配

置
さ
れ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org

を
参
照
。

　

芥
川
賞
作
家
・
川
上
未
映
子

の
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン

ト
「An Owl Takes Flight at 

Dawn

（
夜
明
け
に
飛
び
立
つ

フ
ク
ロ
ウ
）」が
11
月
10
日（
火
）

午
後
７
時
か
ら
、
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
：
東
47

丁
目
３
３
３
番
地
）
で
開
催
さ

れ
る
。川
上
は
２
０
０
８
年『
乳

と
卵
』
で
芥
川
賞
、『
春
の
こ

わ
い
も
の
』
は
海
外
で
も
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
お
り
、『
ヘ

ヴ
ン
』
の
英
訳
は
22
年
、
ブ
ッ

カ
ー
国
際
賞
最
終
候
補
に
選
出

さ
れ
た
。
24
年
『
黄
色
い
家
』

で
読
売
文
学
賞
を
受
賞
。
詳
細

は
Ｊ
Ｓ
公
式
サ
イ
トhttps://

japansociety.org/events

を

参
照
す
る
。

川
上
未
映
子

11
月
10
日
に
登
壇

JS 秋の舞台公演
ダンスカンパニー

ケダゴロが来米

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
英
会
話
教
室
は
11
月
19
日

（
木
）
午
前
９
時
45
分
か
ら
11

時
45
分
ま
で
、
発
音
・
抑
揚
・

ペ
ー
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
す
る
。
英
語
を
話
す
際
の
正

し
い
発
音
、
自
然
な
抑
揚
、
そ

し
て
話
す
ペ
ー
ス
を
よ
り
理
解

し
、
流
暢
な
英
会
話
を
目
指
す

も
の
。
講
師
は
、
Ｎ
Ｙ
を
拠

点
に
20
年
以
上
に
わ
た
り
成

人
を
対
象
と
し
た
英
語
教
育

に
携
わ
っ
て
い
る
グ
レ
ゴ
リ

ー
・
ク
ー
パ
ー
先
生
。
参
加
費

は
一
般
42
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会
員
35

ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
６
９

ま
で
。
申
し
込
み
・
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org/events/
english-pronunciation-
workshop-nov19/

を
参
照
。

流
暢
な
英
会
話

目
指
す
教
室

（
26
）

https://www.japansociety.org
https://japansociety.org
https://japansociety.org
https://japansociety.org
https://japansociety.org/events
https://japansociety.org/events
https://japansociety.org/events
https://japansociety.org/events
https://japansociety.org/events/english-pronunciation-workshop-nov19/
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英
航
空
サ
ー
ビ
ス
調
査
会

社
ス
カ
イ
ト
ラ
ッ
ク
ス
は

２
０
２
６
年
ワ
ー
ル
ド
・
エ
ア

ラ
イ
ン
・
ア
ワ
ー
ド
を
発
表
し
、

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
空
港
ラ

ウ
ン
ジ
部
門
で
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
Ｂ
内
の
チ
ェ

イ
ス
・
サ
フ
ァ
イ
ア
・
ラ
ウ
ン

ジ
・
バ
イ
・
ザ
・
ク
ラ
ブ
が
１

位
に
選
ば
れ
た
。

　

総
床
面
積
２
万
平
方
フ
ィ
ー

ト
位
以
上
の
同
ラ
ウ
ン
ジ
は
植

物
の
緑
を
基
調
に
、
円
形
の
カ

ウ
ン
タ
ー
バ
ー
や
飲
食
エ
リ
ア

の
ほ
か
、
ワ
ー
キ
ン
グ
、
子
供

用
プ
レ
イ
ル
ー
ム
、
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
ス
ペ
ー
ス
を
完
備

し
エ
ス
テ
も
利
用
で
き
る
。
提

供
す
る
飲
食
は
Ｎ
Ｙ
発
に
こ
だ

わ
り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
定
評

の
フ
ォ
ー
ト
・
グ
リ
ー
ン
の
ビ

ス
ト
ロ
「
セ
イ
ラ
ー
」
が
メ
ニ

ュ
ー
を
監
修
、
コ
ー
ヒ
ー
は
グ

リ
ニ
ッ
ジ
ビ
レ
ッ
ジ
の
「
ジ
ョ

ー
・
コ
ー
ヒ
ー
」、
ア
ポ
テ
ー

ケ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル
、

ワ
イ
ン
は
「
パ
ー
セ
ル
」
が
選

定
し
て
い
る
。
同
部
門
で
は
５

位
に
Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
の
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
ワ
ン
・
ラ
ウ
ン
ジ
、
６
位

ア
メ
リ
カ
ン
エ
キ
ス
プ
レ
ス
・

セ
ン
チ
ュ
リ
オ
ン
・
ラ
ウ
ン
ジ
、

11
位
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
の
セ

ン
チ
ュ
リ
オ
ン
・
ラ
ウ
ン
ジ
と

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
交
通
局

（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
、
10
月
中
旬
か

ら
11
月
下
旬
に
か
け
て
の
５
つ

の
週
末
、
地
下
鉄
Ｊ
線
と
Ｍ
線

で
運
行
変
更
が
実
施
さ
れ
る
と

発
表
し
た
。
当
局
に
よ
る
と
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
と
ク
イ
ー
ン
ズ

を
走
る
高
架
線
路
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
調
整
す
る
の
は
、
耐
用

年
数
を
過
ぎ
た
約
30
年
前
の
転

轍
機
（
ポ
イ
ン
ト
）
を
交
換
す

る
た
め
だ
と
い
う
。
こ
の
装
置

は
、
混
雑
時
間
帯
や
計
画
的
な

運
行
変
更
の
際
に
列
車
を
各
駅

停
車
用
の
線
路
と
急
行
用
の
線

路
の
間
で
移
動
さ
せ
る
た
め
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

10
月
13
日
か
ら
平
日
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
、
Ｊ
線
は
マ
ー

シ
ー
ア
ベ
ニ
ュ
ー
駅
と
マ
ー
ト

ル
ア
ベ
ニ
ュ
ー-

ブ
ロ
ー
ド
ウ

ェ
イ
駅
の
間
を
各
駅
停
車
で
運

行
す
る
（
10
月
26
日
と
30
日
に

は
適
用
さ
れ
な
い
）。
10
月
17

日
〜
18
日
か
ら
11
月
20
日
〜
23

日
ま
で
の
す
べ
て
の
週
末
で

は
、
Ｊ
線
は
土
曜
の
午
前
10
時

〜
日
曜
の
午
後
10
時
ま
で
、
ク

イ
ー
ン
ズ
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
・
セ

ン
タ
ー-

パ
ー
ソ
ン
ズ
／
ア
ー

チ
ャ
ー
駅
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

マ
ー
ト
ル
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー-

ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
駅
の
間
の
み
で

運
行
さ
れ
る
。
運
休
区
間
の
乗

客
を
輸
送
す
る
た
め
、
Ｍ
Ｔ
Ａ

は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
マ
ー
ト

ル
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー-

ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
駅
と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

デ
ィ
ラ
ン
シ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト

-

エ
セ
ッ
ク
ス
・
ス
ト
リ
ー
ト

駅
の
間
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運

行
さ
れ
る
。
Ｍ
線
は
週
末
、
２

つ
の
区
間
に
分
か
れ
て
運
行
す

る
。
運
行
区
間
は
「
ミ
ド
ル
・

ビ
レ
ッ
ジ-

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
駅 

〜 

マ
ー

ト
ル-

ワ
イ
コ
フ
・
ア
ベ
ニ
ュ

ー
ズ
駅
間
」
と
、「
マ
ー
ト
ル-

ワ
イ
コ
フ
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
ズ
駅 

〜 

マ
ー
ト
ル
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー-

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
駅
間
」。
乗

客
は
マ
ー
ト
ル-

ワ
イ
コ
フ
・

ア
ベ
ニ
ュ
ー
ズ
駅
で
Ｌ
線
に
、

マ
ー
ト
ル
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー-

ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
駅
で
Ｊ
線
に
乗

り
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

空港ラウンジ
全米第１位

ラガーディア空港

地下鉄Mと J
工事で運行変更

ブルックリンとクイーンズで

第 1回

現代縄文展
in ニューヨーク

Ｎ
Ｙ
市
内
の
空
港
が
上
位
に
入

っ
て
い
る
。

　

航
空
会
社
ラ
ン
キ
ン
グ
の
１

位
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
、
４

位
に
全
日
空
、
９
位
日
本
航

空
。
Ｃ
Ａ
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
は

キ
ャ
セ
イ
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
航

空
、
５
位
全
日
空
、
９
位
日
本

航
空
。
空
港
サ
ー
ビ
ス
部
門

で
は
１
位
に
全
日
空
、
３
位

に
日
本
航
空
が
選
ば
れ
て
い

る
。
詳
細
はhttps://www.

worldairlineawards.com/
award-winners-for-2026/

を
参
照
す
る
。

　

第
１
回
「
現
代
縄
文
展
・
イ
ン
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
が
25
日
（
日
）
ま

で
、Gallery One Twenty Eight

（
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
通
り
１
２
８
番

地
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
参
加
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
遊
真
Ｍ
ｕ
篤
子
、

松
尾
明
子
、窪
田
啓
子
、井
上
賢
一
、

玉
木
春
圭
、
ヘ
ン
デ
ル
佳
奈
、
チ

エ
島
村
、石
田
純
一
朗
、高
塩
久
育
、

小
野
田
昌
子
、
鶴
田
伸
子
、
鈴
木

真
梨
子
、早
苗
バ
ッ
ク
、田
中
美
路
、

ト
ニ
ー
サ
ハ
ラ
、Tulin Battikhi, 

Nina Kuo, Thomas Soloweyko

。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
16
日
午
後
６
時
か
ら
８

時
。
入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
火

曜
〜
金
曜
が
午
後
１
時
か
ら
６

時
、
土
日
は
午
後
５
時
ま
で
。
月

曜
休
廊
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

３
４
７
・
７
４
３
・
９
３
７
４
ま
で
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.galleryonetwnetyeight.
org/

を
参
照
す
る
。

https://jwsny.org/pdfs/document/brochure-jp.pdf
https://hanamarumart.us/
https://www.ariyoshinyc.com/
https://www.his-usa.com/special/america/?utm_source=nyseikatsu&utm_medium=affiliate_banner&utm_campaign=weekly_ny&utm_content=top_banner
https://shopnyseikatsu.com/
https://www.galleryonetwnetyeight
https://www.galleryonetwnetyeight
https://www.galleryonetwnetyeight
https://www.worldairlineawards.com/award-winners-for-2026/
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明
治
ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
発
売
し
た
記
念
日
で
あ
る
先

日
の
９
月
13
日
、
株
式
会
社
明

治
は
白
泉
社
か
ら
１
０
０
周
年

記
念
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
ま
つ

わ
る
物
語
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
本

を
出
版
し
た
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

が
好
き
な
現
代
の
人
気
作
家
５

人
に
依
頼
し
、雑
誌
『
Ｍ
Ｏ
Ｅ
』

に
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
ら
作
品
を

ま
と
め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

作
家
の
顔
ぶ
れ
は
、
小
川
糸
、

江
國
香
織
、
角
田
光
代
、
凪
良

ゆ
う
、
千
早
茜
（
ペ
ー
ジ
登
場

順
）
の
５
人
で
あ
る
。

　

記
念
す
べ
き
１
０
０
年
で
出

す
本
な
の
で
、
明
治
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
に
ま
つ
わ
る
エ
ッ
セ
イ
か

と
思
い
き
や
、
５
編
と
も
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
世
界
、
短
編
小
説

で
あ
る
。
共
通
す
る
の
は
明
治

ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
思
わ

せ
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
各
編
に

出
て
く
る
。
そ
れ
も
メ
イ
ン
で

な
く
、
ふ
っ
と
登
場
す
る
。

　

私
が
最
も
好
き
な
の
は
凪
良

ゆ
う
の
短
編
『
18
歳
の
シ
ョ
コ

ラ
ト
ル
』
だ
。
東
京
で
有
名
な

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
働
く
主
人
公
・
顕
が
、

高
校
の
同
窓
会
の
た
め
に
故
郷

へ
戻
る
。
小
学
校
で
も
中
学
校

で
も
な
く
、
高
校
の
同
窓
会
だ

か
ら
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
苦
手
で
嫌
い
だ
っ
た
同
級
生
」

に
会
い
、謝
り
た
か
っ
た
の
だ
。

タ
イ
ト
ル
の
シ
ョ
コ
ラ
ト
ル
と

は
初
め
て
出
会
う
言
葉
な
の

で
、
検
索
し
て
み
る
と
メ
キ
シ

コ
の
原
住
民
で
あ
る
ア
ス
テ
カ

族
や
マ
ヤ
族
が
飲
ん
で
い
た
カ

カ
オ
の
飲
料
で
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
語
源
と
な
っ
た
言
葉
。
現

代
の
甘
く
て
固
形
な
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
と
は
異
な
り
、
当
時
は
苦

い
薬
用
の
飲
み
物
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
著
者
が
こ
の
言
葉

を
使
っ
た
こ
と
に
な
る
ほ
ど
と

思
っ
た
。
苦
味
が
青
春
の
記
憶

や
関
係
性
の
象
徴
と
し
て
重
ね

合
わ
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
著

者
が
原
作
の
映
画
『
汝
、
星
の

ご
と
く
』
が
先
日
公
開
さ
れ
た

ば
か
り
だ
が
、
昔
か
ら
の
フ
ァ

ン
は
本
書
の
短
編
に
胸
が
躍
る

に
違
い
な
い
。

　

各
編
の
挿
絵
も
い
い
の
だ
。

力
強
い
線
で
、
か
つ
不
思
議
な

雰
囲
気
が
あ
る
。
ザ
・
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
が
描
い

た
。
阿
部
健
太
朗
と
吉
岡
紗
希

に
よ
る
2
人
組
の
絵
本
作
家
、

美
術
家
。
一
度
見
た
ら
忘
れ
ら

れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
絵
。
最
近

は
、福
音
館
書
店
か
ら
絵
本『
な

き
む
し
な
き
こ
ち
ゃ
ん
』
を
出

し
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
お
か
あ

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
内
コ
ー
ナ
ー

「
し
り
た
ガ
エ
ル
の
け
け
ち
ゃ

ま
」
の
ピ
ン
ク
の
Ｄ
Ｊ
カ
エ
ル

も
彼
ら
の
作
品
で
あ
る
。

　

本
書
の
カ
バ
ー
は
お
馴
染
み

の
あ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。
カ
バ

ー
を
取
る
と
あ
る
物
が
出
現
す

る
。
ぜ
ひ
本
書
を
お
求
め
に
な

っ
て
何
が
出
て
く
る
の
か
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。

　

有
名
チ
ョ
コ
ラ
テ
ィ
エ
が
作

る
高
級
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
い
い

が
、
久
し
ぶ
り
に
明
治
ミ
ル
ク

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
た
く
な

っ
た
。
薄
さ
も
い
い
。
お
馴
染

み
の
こ
げ
ち
ゃ
色
の
包
み
紙
を

む
く
と
出
て
く
る
銀
紙
。
そ
れ

を
バ
キ
ッ
と
折
っ
て
口
に
入
れ

る
と
溶
け
る
あ
の
感
じ
。
そ
う

い
え
ば
、
子
供
に
と
っ
て
は
大

人
の
味
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
、

高
額
で
買
っ
て
は
も
ら
え
な
か

っ
た
高
嶺
の
花
の
存
在
だ
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
。
ま
た
ペ

ー
ジ
を
め
く
り
な
が
ら
脳
内
を

駆
け
巡
っ
た
の
は
「
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
は
明
治
」
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
。
レ
コ
ー
ド
の

溝
の
よ
う
に
私
の
脳
に
刻
ま

れ
、
昭
和
の
テ
レ
ビ
っ
子
な
ら

誰
で
も
唄
え
る
は
ず
だ
。

　

忘
れ
て
い
た
思
い
出
の
箱
を

開
け
て
く
れ
る
こ
と
で
評
判
を

呼
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
緊

急
重
版
が
決
定
し
、
さ
ら
に
現

在
3
刷
を
制
作
中
と
の
こ
と

だ
。　
　
　
　
　
　
（
山
河
藍
）

明治チョコレート 100 周年記念小説集
江國香織、小川糸、角田光代、千早茜、凪良ゆう・著

 白泉社・刊

■なで肩格差図鑑（カレー沢薫、講談社文庫）ルッキズム
から経済まで、身近に存在する「格差」。終わりのない戦
いが起こりがちなその格差問題に、ひきこもり界を代表
する論客・カレー沢薫が鋭く斬りこむ50編。文芸サイト
tree で人気を博した連載を書籍化。■ミサゴの守る町（砥
上裕將、講談社）ミサゴが空を舞う瑞乃町。伝説の消防士・
秋月龍朗は5年前の大水害の後悔から、現場を離れた。辿
り着いた指令室は声だけで命を繋ぐ場所。再び時間が動き
出したように見えたある日、町の南方で線状降水帯が発生
する。人は誰かのために再び立ち上がれる。未来へと命を
繋ぐレスキュー・ヒューマンドラマ。■脳が若返る思考の
自由（和田秀樹、幻冬舎新書）人間の衰えは脳から始まる。
型にはまらない「自由な思考」を保ち続ければ、人はいつ
までも若々しくいられる。だが日本は同調圧力が強く、自
由にものを考えることにブレーキをかけている。どうした
らそのような囚われから解放され「思考の自由」を取り戻
せるのか。■生贄のマチ―特殊捜査班カルテット（大沢在
昌、角川文庫）子供の頃、家族を惨殺され、怒りに衝き動
かされるタケル。中国残留孤児3世に生まれたことで日本
人を憎むホウ。出自が謎に包まれたカスミ。そして3人を
特殊捜査チームに仕立てようと目論む、警視庁の異端者ク
チナワ。それぞれの想いを秘めた4人が犯罪に立ち向かう。
孤独な潜入捜査班の葛藤と成長を描くエンタテインメント。■傾斜のマリア
（恩田陸、双葉社）米国資本の大手製薬会社を辞めた神原恵弥は九州を訪れた。
祖母が遺した不思議な数え唄の意味を探るためだ。そんな恵弥に対しＮ崎大
学の教授が、米国の監視下に置かれている女性科学者への接触を求める。出
島で見つかったある物質について博士の意見を聞きたいという。点と点がＮ
崎の街でつながるとき、辿り着く真実とは。■空気の教育（外山滋比古、ち
くま文庫）教育に大切なのは「空気」である。家庭には家風、学校には校風、
会社には社風。営みのあるところ、必ず空気や雰囲気が生まれ、これが心の
深いところへ作用し人を成長させる。お茶の水女子大学附属幼稚園園長を務
め『思考の整理学』でも知られる著者の教育論的エッセイ。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

格
差
問
題
に
鋭
く
切
り
込
む
。
人
は
誰
か
の
た
め
に
再
び
立
ち
上
が
れ
る
。
人
間
の
衰

え
は
脳
か
ら
始
ま
る
。
孤
独
な
潜
入
捜
査
班
の
葛
藤
と
成
長
を
描
く
。
祖
母
が
遺
し
た
不

思
議
な
数
え
唄
の
意
味
。
普
遍
的
で
今
で
も
心
に
響
く
教
育
へ
の
道
し
る
べ
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

冒
険
好
き
な
ウ
サ
ギ
が
、
動

物
の
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
自
転

車
や
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
、
外
の

世
界
へ
と
旅
に
出
ま
す
。
彼
ら

の
前
に
は
、
ど
こ
ま
で
も
続
く

さ
ま
ざ
ま
な
「
道
」
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
険
し
い
山
の
て
っ

ぺ
ん
を
越
え
る
道
、
に
ぎ
や
か

な
大
都
会
を
駆
け
抜
け
る
道
、

時
に
は
予
想
も
し
な
か
っ
た
方

向
へ
曲
が
る
回
り
道
な
ど
、
道

は
走
り
出
す
た
び
に
新
し
い
世

界
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
出
会
い
と
発
見
を
経
験

し
な
が
ら
、
世
界
を
め
ぐ
る
大

冒
険
を
続
け
る
仲
間
た
ち
。
し

か
し
、
ど
ん
な
に
遠
く
へ
旅
を

し
て
も
、
道
は
い
つ
も
変
わ
ら

ず
に
一
番
安
心
で
き
る
場
所
へ

と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、

大
好
き
な
家
族
が
待
つ
「
我
が

家
」へ
と
続
く
道
な
の
で
し
た
。

　

道
（Roads

）
を
人
生
の
比

喩
と
し
て
用
い
て
「
人
生
と
い

う
名
の
終
わ
ら
な
い
旅
と
、
そ

こ
に
広
が
る
無
限
の
可
能
性
」

を
テ
ー
マ
に
、
子
供
た
ち
が
こ

れ
か
ら
成
長
し
て
い
く
中
で
出

合
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
や
挑

戦
を
応
援
す
る
本
。
柔
ら
か
く

豊
か
な
色
彩
の
挿
絵
が
物
語
に

融
合
し
て
い
る
。　
　
（
高
田
）

未
知
な
る
道
へ
旅
立
つ
人
へ
贈
る
応
援
歌

 『Wherever You Go』
Written by Pat Zietlow Miller
Published by Little, Brown Books

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://minglesoho-ny.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://kkobo.com/
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日
本
の
私
立
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
で
常
に
上
位
に
位
置
す
る
国

際
基
督
教
大
学
（
I
C
U
）
は
、

教
養
学
部
一
学
部
の
み
で
、
文

系
・
理
系
の
枠
を
超
え
て
広
く

教
養
を
深
め
た
上
で
専
攻
を
決

定
で
き
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教

育
を
提
供
し
、
日
英
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
教
育
、
3
学
期
制
、
少
人

数
・
対
話
型
授
業
、
国
際
色
豊

か
な
環
境
な
ど
の
特
色
を
持
つ

ユ
ニ
ー
ク
な
大
学
で
す
。
本
ペ

ー
ジ
で
は
そ
の
I
C
U
で
学

ぶ
た
め
の
給
付
型
奨
学
金
、「
ネ

ル
ソ
ン
・
ラ
ン
チ
奨
学
金
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
J
I
C
U
F

　

奨
学
金
を
提
供
す
る
日
本

I
C
U
財
団
（
J
I
C
U
F
）

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
を
拠
点

と
す
る
教
育
系
非
営
利
団
体
で

す
。
戦
後
の
日
本
に
、
民
主

主
義
と
人
権
を
尊
重
す
る
基

督
教
精
神
に
基
づ
く
大
学
を

創
設
す
る
目
的
で
1
9
4
9

年
に
設
立
さ
れ
、
I
C
U
が

献
学
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

J
I
C
U
F
は
人
類
に
貢
献

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
の
育
成

を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

●
I
C
U

　

I
C
U
は
、
平
和
・
民
主

主
義
・
和
解
・
人
権
・
国
際
協

力
を
理
念
と
し
、
日
本
初
の
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
大
学
と
し
て
東

京
都
三
鷹
市
の
緑
豊
か
な
土
地

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

学
生

は
ま
ず
幅
広
い
リ
ベ
ラ
ル
ア

ー
ツ
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
学

び
、
2
年
次
終
了
時
に
専
攻
を

選
択
し
ま
す
。
専
門
を
決
定
す

る
前
に
、
多
岐
に
わ
た
る
学
問

分
野
を
探
求
で
き
る
こ
と
は
、

I
C
U
の
大
き
な
魅
力
の
一

つ
で
す
。
現
在
、
I
C
U
で

は
人
文
科
学
、
社
会
科
学
、
自

然
科
学
に
わ
た
り
、
30
以
上
の

専
攻
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
細
は
I
C
U
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

●
ネ
ル
ソ
ン
・
ラ
ン
チ
奨
学
金

　

2
0
2
3
年
に
個
人
の
寄

付
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
「
ネ
ル

ソ
ン
・
ラ
ン
チ
奨
学
金
」
は
、

I
C
U
で
学
部
教
育
を
受
け

る
米
国
人
学
生
を
対
象
と
し
た

奨
学
金
制
度
で
す
。
経
済
的
な

支
援
を
必
要
と
し
、
社
会
に
積

極
的
に
貢
献
し
た
い
と
い
う

意
欲
を
持
つ
優
秀
な
学
生
を

支
援
す
る
本
奨
学
金
の
基
盤

に
は
、
I
C
U
が
長
年
に
わ

た
り
築
い
て
き
た
米
国
と
の
関

係
と
、
基
督
教
精
神
が
あ
り
ま

す
。
I
C
U
に
1
年
生
と
し

て
入
学
す
る
学
生
に
は
最
長
4

年
間
、
2
年
次
編
入
生
と
し
て

入
学
す
る
学
生
に
は
最
長
3
年

間
、奨
学
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

奨
学
生
は
、
在
学
期
間
中
、
良

好
な
学
業
成
績
を
維
持
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

●
奨
学
金
の
内
容

・
入
学
金

・
授
業
料
と
施
設
費

・
寮
費

・
生
活
費

・
入
学
時
、
卒
業
時
の
渡
航
費

●
奨
学
金
対
象
者

・
日
本
国
外
に
居
住
す
る
米
国

市
民
（
米
国
と
他
国
の
二
重
国

籍
者
も
対
象
）

・
9
月
入
学
に
向
け
た「English 

Language Based Admissions

（
第
1
期
）」
に
出
願
し
、
Ｉ
Ｃ

Ｕ
に
合
格
し
た
方

・
経
済
的
支
援
を
必
要
と
す
る

方・
キ
リ
ス
ト
教
が
自
身
の
人
生

に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
省
察

日本 ICU 財団「ネルソン・ランチ
奨学金」2027 年度奨学生募集

-国際基督教大学（ICU）で学ぶ米国人学生のための奨学金 -

注意：ネルソン・ランチ奨学生は、ICU Peace Bell 奨学
金や ICU トーチリレー High Endeavor 奨学金など、他
の奨学金を同時に受給することはできません。
ネルソン・ランチ奨学金詳細は
https://www.jicuf.org/nelsonranch/
国際基督教大学ホームページ
https://www.icu.ac.jp/

で
き
る
方

●
申
請
方
法

①
奨
学
金
へ
の
応
募

オ
ン
ラ
イ
ン
・
ポ
ー
タ
ル
を
通

じ
て
す
べ
て
の
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
締
め

切
り
は
12
月
８
日
（
火
）
で
す
。

②
応
募
書
類
の
審
査

J
I
C
U
F
が
応
募
書
類
を

審
査
し
、
12
月
下
旬
に
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

③
I
C
U
へ
の
出
願

書
類
審
査
を
通
過
し
た
方

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
「English 

L
an
gu
age B

ased 
Admissions

」
の
第
1
回
出

願
期
間
（
２
０
２
７
年
1
月
6

日
〜
14
日
）
中
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に

出
願
し
ま
す
。
こ
の
期
間
中
に

出
願
し
な
か
っ
た
場
合
、
奨
学

金
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｃ

Ｕ
の
入
学
検
定
料
（
3
万
円
）

は
免
除
さ
れ
ま
す
。

④
Z
o
o
m
面
接

1
月
下
旬
、
J
I
C
U
F
は

I
C
U
へ
の
出
願
を
終
え
た

候
補
者
と
Z
o
o
m
面
接
を

行
い
ま
す
。

⑤
結
果
の
通
知

2
月
下
旬
に
J
I
C
U
F
か

ら
奨
学
金
受
賞
者
に
通
知
し
ま

す
。
な
お
、
J
I
C
U
F
は

I
C
U
か
ら
独
立
し
た
機
関

で
あ
り
、
I
C
U
の
入
学
選

考
プ
ロ
セ
ス
に
は
一
切
関
与
し

ま
せ
ん
。

●
日
米
の
二
重
国
籍
者
も
応
募

可
能
で
す
。
I
C
U
の
学
部

修
了
後
は
、
日
米
の
大
学
院
へ

の
進
学
、
大
手
企
業
や
国
際
機

関
へ
の
就
職
な
ど
、
多
様
な
可

能
性
が
広
が
り
ま
す
。
是
非
、

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、
ネ

ル
ソ
ン
・
ラ
ン
チ
奨
学
金
に
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

現在 ICU で学ぶネルソン・ランチ奨学生：Wyatt Howard さん（ケンタッキー州出身・奨学金 2期生）

Japan ICU Foundation
Website: www.jicuf.org
Email: information@jicuf.org（日本語可）

写真：国際基督教大学

写真：国際基督教大学

写真：国際基督教大学

私が ICU で学びたいと思った理由は、ICU の国際的な環境と、比較的小
規模なキャンパスに魅力を感じたからです。学生同士の距離が近く、とて
も温かい雰囲気があります。もともと日本で学びたいと思っていたので、
ICU は自分にとても合っている大学だと感じ、進学を決めました。９月か
ら 2年生になり、授業は難しいと感じることもありますが、毎日できる限
り頑張っています。課外活動ではラグビー部に所属しているほか、サーク

ル「Worship Night」の運営をはじめ、キャンパス内のほとんどのキリス
ト教系クラブや活動に参加しています。勉強だけでなく、さまざまな人と
の交流を通して充実した大学生活を送っています。ICU 卒業後の進路は未
定ですが、神学校に進学し、牧師または神学者への道を考える一方、ロー
スクール進学にも関心があります。これから ICU で学びながら、自分に
とって最も良い進路を考えていきたいです。（写真左端）

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
https://www.jicuf.org/nelsonranch/
https://www.icu.ac.jp/
http://www.jicuf.org
mailto:information@jicuf.org
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10
月
４
日
、
悪
天
候
に
よ
り

１
週
間
の
延
期
と
な
っ
て
い
た

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
朽
木
史
昌
、
文
部
科
学
省
派

遣
校
長
）
の
運
動
会
が
開
催
さ

れ
た
。
当
日
は
再
度
の
悪
天
候

に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
「
玉
入
れ
」
の
み
に

絞
る
形
で
実
施
さ
れ
た
。
小
雨

が
降
る
中
、
朽
木
校
長
の
参
加

者
を
気
遣
う
挨
拶
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
ま
ず
、
幼
稚
園
部
の
子
供

た
ち
が
音
楽
に
合
わ
せ
て
可
愛

ら
し
い
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
玉

入
れ
に
挑
戦
し
た
。
雨
の
中
で

も
楽
し
そ
う
に
紅
白
の
玉
を
一

生
懸
命
投
げ
る
子
供
た
ち
の
姿

に
、
保
護
者
か
ら
は
温
か
い
大

き
な
声
援
が
送
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
補
習
校
部
（
小
・

中
・
高
等
部
）
と
、
日
本
語
継

承
語
部
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
・
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｌ
コ
ー
ス
）
の
児
童
・
生

徒
全
員
が
順
に
競
技
に
参
加
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
組
の
勝

利
を
目
指
し
て
全
力
で
球
を
投

げ
入
れ
、
応
援
合
戦
も
熱
を
帯

び
た
。
会
場
で
は
、
保
護
者
た

ち
が
我
が
子
の
晴
れ
舞
台
を
逃

す
ま
い
と
、
熱
心
に
カ
メ
ラ
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
構
え
る
姿

が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

今
回
は
一
種
目
の
み
の
実
施

と
な
っ
た
が
、
ダ
ン
ス
の
練
習

や
リ
レ
ー
の
選
考
会
な
ど
、
当

日
を
迎
え
る
ま
で
の
過
程
も
児

童
・
生
徒
た
ち
の
大
き
な
成
長

に
繋
が
る
機
会
と
な
っ
た
。

雨天の運動会
プリンストン日本語学校
元気に玉入れ競技

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
の
４
年

生
は
９
月
21
日
、
社
会
科
学
習

の
一
環
と
し
て
、
グ
リ
ニ
ッ
チ

の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
に
移
動
教

室
でBush-Holley House

と

Council Rock

を
訪
れ
た
。
事

前
学
習
と
し
て
、
副
教
材
『
わ

た
し
た
ち
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
』

を
使
用
し
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の

移
民
が
グ
リ
ニ
ッ
チ
に
移
り
住

ん
で
き
た
経
緯
や
独
立
戦
争
の

あ
ら
ま
し
に
加
え
て
、
グ
リ
ニ

ッ
チ
の
町
の
様
子
の
移
り
変
わ

り
を
学
習
し
た
。

 　Bush-Holley House

見
学

で
は
、
１
７
７
７
年
当
時
の

服
装
を
し
た
人
か
ら
生
活
の
様

子
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
使
っ

て
い
た
道
具
を
触
っ
た
り
す
る

等
の
体
験
活
動
を
し
た
。
当
時

の
高
価
な
家
財
道
具
が
な
ぜ

Bush-Holley House

に
だ
け

あ
っ
た
の
か
、
そ
の
家
財
道
具

は
ど
の
よ
う
に
運
ば
れ
て
き
た

の
か
を
歴
史
を
知
る
と
と
も
に

積
極
的
に
質
問
を
し
な
が
ら
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

 　

Greenwich Point Park

に
あ
るCouncil Rock

は
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
か
ら

オ
ー
ル
ド
グ
リ
ニ
ッ
チ
を
買
い

取
っ
た
際
の
契
約
書
に
調
印
し

た
場
所
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
記
念
と
し
て
設
置
さ

れ
た
岩
を
見
て
、
当
時
の
人
々

の
思
い
を
想
像
し
な
が
ら
、
じ

っ
く
り
と
見
学
を
し
て
い
た
。

事
後
学
習
で
は
、
見
学
し
て
学

ん
だ
こ
と
を
深
め
る
た
め
に
、

当
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
気

持
ち
で
生
活
を
し
て
い
た
か
想

像
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
学
び

を
振
り
返
り
、
ま
と
め
の
新
聞

を
作
成
し
た
。

グ
リ
ニ
ッ
チ
の
歴
史
学
ぶ

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
４
年
生

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
の

た
い
よ
う
組
（
５
・
６
歳
ク

ラ
ス
）
は
８
日
、Outhouse 

Orchard

に
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ

ッ
プ
に
出
か
け
た
。
秋
晴
れ
の

も
と
で
、
ま
ず
は
コ
ー
ン
メ
イ

ズ
（
迷
路
）
に
挑
戦
。
係
の
人

に
案
内
さ
れ
な
が
ら
、
自
分
た

ち
よ
り
背
の
高
い
と
う
も
ろ
こ

し
の
中
に
入
っ
て
い
っ
た
。
い

く
つ
も
の
分
か
れ
道
を
前
に
し

て
「
道
が
３
つ
に
わ
か
れ
て

る
！
元
の
と
こ
ろ
に
帰
れ
る
の

か
な
」
と
顔
を
見
合
わ
せ
て
い

た
が
、
無
事
に
入
り
口
に
戻
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

次
は
り
ん
ご
畑
へ
。
り
ん
ご

を
見
つ
け
た
ら
、
引
っ
張
っ
て

か
ら
ね
じ
っ
て
取
る
こ
と
を
教

え
て
も
ら
っ
た
。
勢
い
よ
く
ひ

っ
ぱ
る
子
、
そ
ー
っ
と
ね
じ
る

子
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
い
よ
い
よ
か
ぼ
ち
ゃ
を

選
び
に
い
っ
た
。
た
く
さ
ん
の

か
ぼ
ち
ゃ
が
広
々
と
し
た
敷
地

に
並
ん
で
い
る
の
を
見
た
子
ど

も
達
は
歓
声
を
あ
げ
、
思
い
思

い
に
カ
ボ
チ
ャ
を
選
び
大
事
そ

う
に
抱
え
て
い
た
。

　

お
弁
当
の
前
に
は
ヘ
イ
ラ
イ

ド
。
り
ん
ご
畑
の
中
を
ど
ん
ど

ん
進
ん
で
い
く
に
つ
れ
て
、
山

の
中
に
い
る
よ
う
な
景
色
が

広
が
り
、「
森
の
探
検
み
ち
だ

〜
」
と
ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
り
ま

せ
ん
。「
道
が
な
い
と
こ
ろ
を

走
っ
て
る
！
」「
こ
ど
も
の
く

に
に
か
え
れ
る
の
か
な
〜
」
と

言
い
な
が
ら
も
、
子
ど
も
達
は

笑
顔
い
っ
ぱ
い
。
外
の
テ
ー
ブ

ル
で
の
お
弁
当
の
時
間
も
楽
し

み
、
充
実
し
た
ト
リ
ッ
プ
と
な

っ
た
。
自
分
た
ち
で
選
ん
だ
か

ぼ
ち
ゃ
は
、
重
さ
や
大
き
さ
を

測
っ
た
り
、
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
楽
し
む
予
定
。

収穫の秋
農場見学
こどものくに幼稚園

https://alto-edu.com/
http://ze-edu.com
https://jwsny.org/pdfs/document/brochure-jp.pdf
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
の
初
等

部
５
・
６
年
生
は
10
月
８
か
ら
、

1
泊
2
日
で
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
に
て
宿
泊
学
習
を
行
っ
た
。

今
年
は
ア
メ
リ
カ
独
立
２
５
０

周
年
に
あ
た
る
節
目
の
年
で
あ

り
、
今
回
は
そ
の
歴
史
と
理
念

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
。

　

事
前
学
習
で
は
児
童
が
ア
メ

リ
カ
独
立
に
関
す
る
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
各
自
の
視
点
か
ら
調

べ
学
習
に
取
り
組
ん
だ
。
現
地

で
は
、
自
由
と
独
立
の
象
徴
と

し
て
知
ら
れ
る
「
リ
バ
テ
ィ
ベ

ル
」
や
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲

法
に
つ
い
て
学
べ
る
「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
コ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ

ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
国
立
憲
法

セ
ン
タ
ー
）」
な
ど
を
訪
問
し

た
。
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
場

所
の
空
気
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

で
、
ア
メ
リ
カ
が
ど
の
よ
う
な

過
程
を
経
て
独
立
を
果
た
し
た

の
か
、
ま
た
「
自
由
」
や
「
平

等
」
と
い
っ
た
価
値
観
が
現
在

ま
で
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
、
学
校
を
離
れ
仲
間

と
寝
食
を
共
に
す
る
こ
と
も
宿

泊
学
習
の
大
き
な
目
的
で
あ

る
。
普
段
と
は
異
な
る
環
境
で

学
び
、
友
達
と
過
ご
す
時
間
を

通
し
て
互
い
の
新
た
な
一
面
を

知
り
、
仲
間
と
の
絆
を
深
め
る

姿
が
見
ら
れ
た
。

独
立
の
理
念

宿
泊
学
習
で

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
へ

NJ日本人学校の5、6年生

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
パ
ラ
マ
ス
、
小
堤
紀
子

校
長
）
は
、
年
間
を
通
し
て
授

業
力
向
上
を
目
指
し
た
校
内
授

業
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
前

期
に
は
初
等
部
で
授
業
研
修
が

行
わ
れ
、
後
期
初
日
と
な
る
10

月
３
日
に
は
中
等
部
・
高
等
部

で
授
業
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。

　

同
校
の
中
等
部
・
高
等
部
で

は
、
国
語
と
数
学
に
お
い
て
教

科
担
任
制
を
取
り
入
れ
て
お

り
、
生
徒
た
ち
は
教
科
ご
と
に

担
当
教
員
の
教
室
へ
移
動
し
て

授
業
を
受
け
て
い
る
。
今
回
の

授
業
研
修
で
は
、
全
学
年
で
数

学
の
授
業
を
公
開
し
た
。

　

中
等
部
は「
比
例
と
反
比
例
」

「
平
行
と
合
同
」「
関
数
の
世
界

を
広
め
よ
う
」、
高
等
部
で
は

「
図
形
と
計
量
」
の
単
元
を
扱

っ
た
。
ど
の
授
業
も
授
業
者
に

よ
る
綿
密
な
教
材
研
究
に
支
え

ら
れ
、
生
徒
の
理
解
を
深
め
る

工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。

　

同
校
で
は
、「
土
曜
日
に
は

日
本
の
教
育
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、「
主
体
的
で
対
話

的
な
深
い
学
び
」
の
実
現
を
目

指
し
て
い
る
。
今
回
の
授
業
で

も
、
生
徒
が
自
ら
考
え
、
仲
間

と
意
見
を
交
流
し
な
が
ら
学
び

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
発
問
の

工
夫
や
課
題
解
決
の
場
面
設
定

な
ど
に
力
が
注
が
れ
て
い
た
。

ま
た
、「
わ
か
り
や
す
く
、
楽

し
い
授
業
」
を
意
識
し
た
授
業

構
成
が
な
さ
れ
、
生
徒
た
ち
が

意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
む
姿

が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

授
業
後
、
生
徒
に
感
想
を
尋

ね
る
と
、「
現
地
校
で
も
勉
強

し
て
い
る
け
れ
ど
、
日
本
語
で

も
授
業
を
受
け
る
と
、
も
っ
と

よ
く
わ
か
る
」
と
話
し
て
く
れ

た
。
日
本
語
で
数
学
的
な
概
念

を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
実
感
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

　

今
年
度
の
授
業
研
修
は
次
回

の
国
語
科
の
授
業
公
開
を
も
っ

て
一
区
切
り
と
な
る
。し
か
し
、

研
修
を
通
し
て
教
員
一
人
ひ
と

り
が
授
業
改
善
へ
の
意
識
を
高

め
、
互
い
に
学
び
合
う
姿
勢
が

学
校
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
も
同
校
で
は
、
よ
り
質
の

高
い
授
業
づ
く
り
を
目
指
し
、

教
職
員
の
研
鑽
を
積
み
重
ね
て

い
く
。

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
で

中
高
等
部
の
教
育
研
修

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
は
、
９

月
29
日
に
５
年
生
を
対
象
と
し

た
墨
絵
教
室
を
開
催
し
た
。
児

童
た
ち
は
普
段
、
書
写
の
授
業

で
筆
と
墨
を
使
っ
て
い
る
が
、

今
回
は
そ
れ
ら
を
使
っ
て
絵
を

描
く
こ
と
に
挑
戦
し
た
。
当
日

は
、
講
師
か
ら
墨
絵
の
歴
史
や

「
四
君
子
」
に
つ
い
て
話
を
聞

い
た
。
そ
の
後
、
濃
さ
の
異
な

る
３
種
類
の
墨
を
使
い
、
竹
の

幹
や
笹
の
葉
の
描
き
方
を
練
習

し
た
。
初
め
は
、
書
写
と
は
異

な
る
筆
遣
い
や
墨
の
濃
淡
に
戸

惑
う
姿
も
見
ら
れ
た
が
、
練
習

を
重
ね
る
う
ち
に
、
次
第
に
筆

の
運
び
方
の
コ
ツ
を
つ
か
ん
で

い
っ
た
。

 　
活
動
の
集
大
成
と
し
て
、

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
色
紙

に
清
書
し
、
一
人
一
人
の
個
性

が
光
る
、
味
わ
い
の
あ
る
作
品

を
仕
上
げ
た
。児
童
か
ら
は「
納

得
の
い
く
作
品
が
で
き
た
」「
上

手
に
で
き
た
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
い
な
が

ら
日
本
の
伝
統
芸
術
で
あ
る
墨

絵
に
親
し
み
、
墨
の
濃
淡
が
織

り
な
す
美
し
さ
や
表
現
す
る
楽

し
さ
を
感
じ
る
、
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
。

墨絵教室
NY日本人学校
伝統芸術に触れる

http://www.seido.com
https://starchildny.com/
https://miray109.com/
https://japaneseschool.org/campus/manhattan1/
https://lower.kennedyinternational.org/admissions/bilingual-jp-eng
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
新
年
に
て
発

表
。
入
賞
者
に
は
広
島
筆
産
業
（
株
）
協
賛
に
よ

る
書
道
用
筆
を
贈
呈
し
ま
す
。

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先
　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com
＊応募締切は掲載週の前週の水曜日とします。
＊紙面の都合により掲載週を変更する場合があります。

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
土
曜
日
本
人
学
校
小
４

北
村　

咲
真

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校
小
６

伊
と
う　

り
ん

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
２梶

原　

咲
美

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
高
１安

達　

桃
子

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
中
２　

小
島　

碧
音

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
中
３

佐
々
木　

麻
衣

コロンビア大学応用言語学教育博士 
高橋純子

４．米国大学受験に
関する質問（３）

　

さ
て
米
大
学
で
はEarly 

Action/Early Decision

（
早

期
申
請
）
が
す
で
に
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
早
期
申
請
は
一
般
申

請
よ
り
も
合
格
率
が
高
く
、
奨

学
金
が
貰
え
る
割
合
も
大
き
い

と
さ
れ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
早

期
申
請
は
11
月
１
日
が
締
め
切

り
で
す
の
で
、
10
月
は
願
書
の

申
請
を
送
る
こ
と
に
専
念
し
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
今
月
も
米

大
学
へ
の
受
験
生
や
保
護
者
の

方
か
ら
の
質
問
に
お
応
え
し
ま

す
。

Ｑ:

Ｇ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
質
問
で

す
。
現
在
息
子
が
米
大
学
に
受

験
申
請
を
し
て
い
る
途
中
で
す

の
で
、
高
校
か
ら
ト
ラ
ン
ス
ク

リ
プ
ト
（
成
績
証
明
）
と
Ｇ
Ｐ

Ａ
（
成
績
平
均
値
）
を
出
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

Ｇ
Ｐ
Ａ
に
は
ア
ン
ウ
エ
イ
テ
ッ

ド(Unweighted)

と
ウ
エ
イ

テ
ッ
ド(W

eighted)

の
二
つ

の
平
均
値
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は

ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
大
学
か
ら
は
願
書
を
評
価

す
る
際
ど
ち
ら
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
が
よ

り
重
視
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
最
後
に
、
息
子
は
大
学
で

工
学
系
の
専
攻
が
希
望
な
の
で

す
が
、
11
年
生
の
物
理
は
Ａ
Ｐ

を
取
っ
て
最
終
成
績
は
Ｂ
と
さ

れ
、
本
人
は
大
変
落
ち
込
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
受
験

に
不
利
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

Ａ:

ま
ず
、”Unw

eighted 
GPA”

と
は
ア
メ
リ
カ
の
高
校

で
普
通
に
４
段
階
の
ス
ケ
ー
ル

で
出
さ
れ
る
成
績
の
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
は
例
え
ば
上
級

ク
ラ
ス
な
ど
の
難
易
度
は
考

慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、   

“W
eighted GPA”

は
ク
ラ
ス

の
難
易
度
が
考
慮
さ
れ
た
成
績

と
な
り
、
も
し
成
績
が
良
け
れ

ば
４
以
上
と
な
る
た
め
、
ほ
と

ん
ど
が
５
段
階
に
直
さ
れ
ま

す
。W

eighted GPA

が
適
用

さ
れ
る
難
易
度
の
高
い
ク
ラ
ス

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
Ａ

Ｐ(Advanced Placement), 

Ｉ
Ｂ (International 

Baccalaureate), 

そ
し
て

Honor class

な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
同
じ
科
目
で

か
過
ぎ
ず
、
大
学
は
ト
ラ
ン
ス

ク
リ
プ
ト
に
よ
り
ど
の
科
目
で

ど
の
よ
う
な
成
績
を
取
っ
た

か
、
と
い
う
詳
細
に
も
焦
点
を

当
て
ま
す
。
例
え
ば
、
工
学
系

の
専
攻
目
的
で
特
定
の
大
学
を

受
け
る
場
合
、
や
は
り
そ
れ
に

関
連
し
た
科
目
、
数
学
や
物
理

な
ど
の
成
績
が
注
目
さ
れ
ま
す

し
、
文
系
の
専
攻
で
あ
れ
ば
、

英
語
や
文
学
、
外
国
語
な
ど
の

成
績
が
重
視
さ
れ
ま
す
。

　

で
す
の
で
、
息
子
さ
ん
の
場

合
、
工
学
を
専
攻
に
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
物
理

の
Ａ
Ｐ
ク
ラ
ス
を
取
ら
れ
た

の
は
正
解
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

Unweighted

の
成
績
は
Ｂ
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
お

そ
ら
くW

eighted

に
直
す
と

標
準
ク
ラ
ス
の
満
点
４
は
貰
え

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
が
っ
か

り
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
Ｇ
Ｐ
Ａ
は
も
ち
ろ
ん

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
最
低
限
の

カ
ッ
ト
オ
フ
な
ど
は
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
今
の
大
学
は

総
合
的
評
価
を
中
心
と
し
て

い
ま
す
。
要
す
る
に
、
Ｇ
Ｐ

Ａ
な
ど
の
数
字
的
評
価
の
他
、

Extracurricular Activities

（
課
外
活
動
）
や
エ
ッ
セ
イ
な

ど
で
の
人
間
性
や
ク
オ
リ
テ
ィ

の
評
価
も
考
慮
さ
れ
ま
す
。
課

外
活
動
や
エ
ッ
セ
イ
を
通
し

て
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
人
間

で
今
ま
で
ど
ん
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
乗
り
越
え
て
き
た
か
、
ス
ポ

ー
ツ
や
芸
術
等
で
ど
れ
だ
け
努

力
し
て
き
た
か
、
ま
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
で
は
ど
の
よ
う
に
社

会
に
貢
献
し
て
い
る
か
、
そ
し

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で

き
て
い
る
か
、
ま
た
こ
れ
ら
の

経
験
を
ど
う
将
来
に
活
か
し
た

い
か
な
ど
を
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

明
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
ご

健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教

育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共
に

様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記

事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ

リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど

も
の
教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信

出
版
社
）
な
ど
。

も
標
準
ク
ラ
ス
と
比
べ
る
と
、

上
級
レ
ベ
ル
ま
た
は
大
学
１

年
レ
ベ
ル
の
難
易
度
に
近
い

か
同
等
だ
か
ら
で
す
。
一
般

的
に
Ａ
Ｐ
と
Ｉ
Ｂ
は
４
段
階

の
成
績
に
プ
ラ
ス
１
を
加
え
、

Honor

ク
ラ
ス
は
０
・
５
を
加

え
てW

eighted

に
換
算
さ
れ

る
よ
う
で
す
。
例
え
ば
分
か
り

や
す
く
言
い
ま
す
と
、
同
じ
物

理
と
い
う
科
目
で
も
、
普
通
レ

ベ
ル
の
物
理
ク
ラ
ス
で
最
高
評

価
は
４
で
す
が
、
上
記
３
つ
の

上
級
レ
ベ
ル
の
最
高
評
価
は
同

じ
４
段
階
で
考
え
る
と
４
で

も
、
明
ら
か
に
標
準
ク
ラ
ス
よ

り
も
高
度
な
内
容
で
す
の
で
、

最
高
評
価
が
１
を
足
し
た
５
と

な
る
わ
け
で
す
。
で
す
の
で
、

Ａ
Ｐ
や
Ｉ
Ｂ
を
取
っ
た
場
合
、

W
eighted GPA

が
４
以
上
に

な
る
こ
と
は
頻
繁
に
あ
り
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
米
大
学
が
両

方
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
を
参
考
に
し
ま

す
が
、
大
学
に
よ
っ
て
は

Unweighted 

か
らW

eighted

に
直
す
時
に
独
自
の
換
算
方
法

を
取
り
入
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ま
たW

eighted

に
直
せ

る
ク
ラ
ス
＝
Ａ
Ｐ
や
Ｉ
Ｂ
な
ど

難
し
い
ク
ラ
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
と
い
う
意
味
で
、
標
準
ク

ラ
ス
よ
り
は
評
価
さ
れ
や
す
い

よ
う
で
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

Ｇ
Ｐ
Ａ
は
ひ
と
つ
の
数
字
に
し

　

9
月
13
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
日
本
ク
ラ
ブ
で
在
外
教
育
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｎ
Ｙ
か
ら
は
じ

ま
る 

こ
れ
か
ら
の
日
本
人
学

校
・
補
習
授
業
校
の
あ
り
方
」

が
開
か
れ
た
。（
本
紙
９
月
19

日
号
既
報
）。
そ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
先
立
つ
9
月
11
日
に
は

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
の
綿

引
宏
行
理
事
長
が
、
翌
14
日
に

は
京
都
大
学
理
事
・
副
学
長
の

稲
垣
恭
子
氏
ら
一
行
3
人
が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
Ｎ
Ｊ

校
を
訪
問
。
授
業
や
校
舎
を
見

学
し
、
教
職
員
と
在
外
教
育
の

現
状
や
課
題
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
。

　

会
を
終
え
て
武
田
秀
俊
理
事

長
兼
学
園
長
は
、
Ｎ
Ｙ
が
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
教
育
モ
デ
ル
を

先
導
し
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
教
育
現
場
を
支
え
る
「
教
育

エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
共
有
さ
れ
た
と

振
り
返
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、

２
０
３
０
年
の
次
期
学
習
指
導

要
領
を
先
取
り
し
た
取
り
組

み
、
在
外
教
育
施
設
振
興
法
の

見
直
し
で
掲
げ
ら
れ
る
「
国
内

同
等
以
上
」
の
教
育
の
実
現
、

総
領
事
館
や
日
系
団
体
・
企
業

と
連
携
し
た
「
地
域
を
活
か
し

た
在
外
教
育
」
の
推
進
と
い
う

３
つ
の
観
点
か
ら
、
そ
の
先
導

役
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
語
っ

た
。

綿
引
理
事
長
ら

Ｎ
Ｙ
育
英
を
訪
問

　

去
る
９
月
７
日
、
20
年
ぶ
り

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
て
い

た
私
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ピ

ア
57
の
「City W

inery New 
York City

」
で
開
か
れ
た
松

居
慶
子
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
に
出
か

け
た
。
公
演
の
日
程
が
私
の
滞

在
期
間
と
重
な
っ
た
の
は
、〝

幸
せ
な
偶
然
〞
と
い
う
ほ
か
な

い
。

　

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ジ
ャ
ズ

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
作
曲
家
で
あ

る
慶
子
さ
ん
の
活
躍
を
、
ご
存

じ
の
読
者
も
多
い
だ
ろ
う
。
米

ビ
ル
ボ
ー
ド
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
ジ
ャ
ズ
・
ア
ル
バ
ム
チ
ャ

ー
ト
で
3
作
品
が
１
位
に
輝
く

な
ど
、
競
争
の
激
し
い
音
楽
界

で
40
年
近
く
第
一
線
を
走
り
続

け
て
い
る
。

　

今
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス

テ
ー
ジ
も
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
満
ち
て
い
た
。
同

行
し
た
友
人
は
「
い
つ
の
間
に

か
頭
痛
が
治
っ
た
わ
！
」
と
喜

ん
で
い
た
が
、
彼
女
の
音
楽
か

ら
ヒ
ー
リ
ン
グ
パ
ワ
ー
を
受
け

取
る
フ
ァ
ン
は
多
い
と
い
う
。

　

終
演
後
、
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い

の
夜
景
を
眺
め
な
が
ら
、
30
年

以
上
に
わ
た
る
慶
子
さ
ん
と
の

「
ご
縁
」
に
思
い
を
馳
せ
た
。

　

出
会
い
は
92
年
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
新
聞
記
者
を
し
て
い
た

私
は
、
チ
ャ
カ
・
カ
ー
ン
や
フ

ィ
リ
ッ
プ
・
ベ
イ
リ
ー
ら
と
全

米
を
回
る
彼
女
を
取
材
。
ア
ポ

ロ
・
シ
ア
タ
ー
の
観
客
を
圧
倒

し
た
情
熱
的
な
演
奏
に
魅
了
さ

れ
た
。
以
来
、
日
米
で
取
材
を

重
ね
、
そ
の
活
躍
を
紹
介
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

　

巨
匠
ボ
ブ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
と

の
連
弾
な
ど
、
多
く
の
コ
ン
サ

ー
ト
に
も
足
を
運
ん
だ
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ご
自
宅
を
訪
ね

た
こ
と
も
あ
る
。
私
の
帰
国
後

も
こ
う
し
た
交
流
が
続
い
た
の

は
、
慶
子
さ
ん
の
誠
実
で
清
廉

な
お
人
柄
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

　

月
日
は
流
れ
、
慶
子
さ
ん
の

２
人
の
娘
さ
ん
も
立
派
に
成
人

し
た
。
子
ど
も
を
育
て
る
た
め

に
必
死
に
働
い
て
き
た
と
彼
女

は
言
う
。「
で
も
、
音
楽
が
あ

っ
た
か
ら
強
く
な
れ
た
。
私
自

身
も
音
楽
に
助
け
ら
れ
た
ん
で

す
」
と
。

　

振
り
返
れ
ば
私
自
身
の
人
生

も
波
瀾
万
丈
。
生
き
る
こ
と
に

疲
れ
た
と
き
は
、
フ
ァ
ン
の
皆

さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、
慶
子
さ

ん
の
紡
ぐ
美
し
い
旋
律
に
力
を

も
ら
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

な
か
で
も
『Forever, 

Forever

』
は
お
気
に
入
り
の

一
曲
。
お
し
ゃ
べ
り
を
始
め
た

下
の
娘
さ
ん
が
「
い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も
、
マ
マ
の
こ
と
大

好
き
ぃ
〜
」
と
言
っ
て
く
れ

た
。
そ
ん
な
愛
お
し
い
記
憶
が

タ
イ
ト
ル
の
由
来
だ
。
フ
ァ
ン

に
長
く
愛
さ
れ
る
名
曲
だ
が
、

聴
く
た
び
に
ア
レ
ン
ジ
が
変
わ

る
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。
今

回
、
思
い
出
の
地
で
聴
い
た
こ

の
曲
は
、
ひ
と
き
わ
味
わ
い
深

か
っ
た
。（
今
後
の
公
演
情
報
：

https://keikomatsui.com/

）

（
梶
山
寿
子
、
著
述
家
、
関
西

外
国
語
大
学
教
授
）

松
居
慶
子
さ
ん
の
ラ
イ
ブ

思
い
出
の
Ｎ
Ｙ
で
再
び

tel:2122136069
https://www.kokinshodo.com/
http://www.masako-inkyo.com/
mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
https://keikomatsui.com/
https://keikomatsui.com/
https://keikomatsui.com/
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私
は
、
人
を
救
う
仕
事
が

し
た
い
。
医
師
や
消
防
士
な

ど
、
そ
れ
を
日
々
行
う
仕
事

が
理
想
だ
。
だ
が
、
私
に
は

そ
れ
ら
の
仕
事
に
必
要
な
能

力
が
足
り
な
い
。
例
え
ば
、

患
者
と
細
か
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
能
力
や
、

危
険
な
状
況
で
人
を
救
助
す

る
能
力
だ
。
だ
か
ら
と
言
っ

て
、
人
を
救
い
た
い
と
い
う

思
い
を
諦
め
る
つ
も
り
は
な

い
。
自
分
の
持
っ
て
い
る
能

力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
、

人
の
命
や
健
康
に
貢
献
で
き

る
職
業
に
つ
き
た
い
。
だ
か

ら
、
創
薬
研
究
者
に
な
り
た

い
と
思
っ
た
。

　

創
薬
研
究
者
は
、
病
気
な

ど
の
治
療
に
使
わ
れ
る
薬
を

研
究
し
て
開
発
す
る
仕
事
で

あ
る
。
私
の
得
意
分
野
の
化

学
や
薬
学
を
扱
う
職
業
で
あ

る
た
め
、
自
分
に
合
っ
て
い

る
仕
事
だ
と
思
う
。
ま
た
、

私
は
強
い
忍
耐
力
と
探
究
心

を
持
つ
人
間
で
あ
る
た
め
、

興
味
を
持
っ
た
も
の
は
ど
ん

ど
ん
調
べ
て
答
え
を
追
求
す

る
傾
向
が
あ
る
。
だ
か
ら
、

研
究
系
の
仕
事
は
自
分
に
向

い
て
い
る
と
思
っ
た
。

　

創
薬
研
究
者
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
私

が
毎
年
経
験
し
て
い
る
花
粉

症
に
あ
る
。
花
粉
症
の
薬
を

飲
ん
で
も
な
か
な
か
効
か
ず
、

ず
っ
と
辛
い
症
状
を
我
慢
し

て
い
た
。
な
ぜ
薬
が
効
か
な

い
ん
だ
ろ
う
と
考
え
た
私
は
、

こ
の
問
題
を
自
分
で
解
決
し

た
い
と
思
っ
た
。
ア
レ
ル
ギ

ー
や
人
体
の
仕
組
み
を
も
っ

と
理
解
し
、
安
全
性
と
効
果

が
保
障
さ
れ
た
新
し
い
花
粉

症
の
薬
を
開
発
し
た
い
。
そ

う
し
て
、
私
と
同
じ
花
粉
症

の
人
々
の
毎
日
を
楽
に
し
た

い
。

　

だ
が
、
世
の
中
に
は
も
っ

と
深
刻
な
ア
レ
ル
ギ
ー
や
病

気
を
持
っ
て
い
る
人
が
た
く

「
わ
た
し
の
と
き
め
く
物
」

　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
原　

仁
奈

　

ぼ
く
が
デ
ラ
ウ
ェ
ア
に
行
っ

て
心
に
の
こ
っ
た
こ
と
は
、
カ

ブ
ト
ガ
ニ
を
レ
ス
キ
ュ
ー
し
た

　

わ
た
し
の
と
き
め
く
物
は
、

ポ
ケ
モ
ン
カ
ー
ド
で
す
。
わ

た
し
が
好
き
な
ポ
ケ
モ
ン
カ

ー
ド
の
種
類
と
カ
ー
ド
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
に
つ
い
て
話
し
ま

す
。

　

最
初
に
、
わ
た
し
の
好
き

な
ポ
ケ
モ
ン
カ
ー
ド
の
種
類

を
話
し
ま
す
。
一
番
わ
た
し

が
好
き
な
種
類
は
フ
ル
ア
ー

ト
で
す
。
フ
ル
ア
ー
ト
と
は
、

カ
ー
ド
全
体
に
ポ
ケ
モ
ン
が

書
か
れ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
の

事
で
す
。
ふ
つ
う
の
ポ
ケ
モ

ン
カ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

カ
ー
ド
の
半
分
か
ら
上
に
だ

け
ポ
ケ
モ
ン
の
絵
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
フ
ル

ア
ー
ト
の
景
色
と
ポ
ケ
モ
ン

の
表
じ
ょ
う
が
よ
く
わ
か
る

と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。

　

次
に
、
わ
た
し
の
好
き
な

カ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん

に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
わ
た

し
の
好
き
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ

ん
は
、「
森
井
ユ
カ
さ
ん
」
で

す
。
森
井
ユ
カ
さ
ん
の
カ
ー

ド
は
ふ
つ
う
の
絵
で
は
な
く

て
、
ね
ん
ど
で
作
っ
た
ポ
ケ

モ
ン
を
自
ぜ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
さ
つ
え
い
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
森
井
ユ
カ
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
が
好
き
で
す
。

ま
た
、
ね
ん
ど
で
作
っ
た
ポ

ケ
モ
ン
た
ち
が
か
わ
い
い
で

す
。

　

最
後
に
、
ポ
ケ
モ
ン
カ
ー

ド
は
集
め
た
り
、
買
っ
た
り
、

友
達
と
こ
う
か
ん
を
し
た
り

と
、
色
々
な
方
法
で
楽
し
め

ま
す
。
今
わ
た
し
が
ほ
し
い

カ
ー
ド
は
、「
ロ
ケ
ッ
ト
ダ
ン

の
ミ
ュ
ー
ツ
ー
」
で
、
こ
れ

も
フ
ル
ア
ー
ト
の
一
つ
で
す
。

本
当
は
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
た

め
の
物
だ
け
れ
ど
、
わ
た
し

も
わ
た
し
の
友
達
も
ル
ー
ル

を
知
ら
な
い
の
で
、
た
だ
集

め
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
い
つ
か

ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
を
覚
え
て
、

み
ん
な
で
遊
び
た
い
で
す
。

　
　   　
（
滞
米
３
年
２
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

さ
ん
い
る
。
中
に
は
、
症
状

が
重
す
ぎ
て
生
活
に
支
障
が

出
て
い
る
人
も
多
く
い
る
。

そ
の
辛
さ
を
少
し
で
も
軽
減

し
た
い
と
思
う
。
限
ら
れ
た

人
生
を
多
く
の
人
が
よ
り
健

康
に
、
よ
り
幸
せ
に
過
ご
せ

る
よ
う
に
尽
く
し
た
い
。
私

は
、
そ
う
や
っ
て
人
を
救
い

た
い
。
創
薬
研
究
者
は
、
そ

れ
に
貢
献
で
き
る
職
業
で
あ

る
。
そ
ん
な
職
業
に
自
分
の

時
間
、
人
生
を
捧
げ
た
い
。

そ
の
志
が
創
薬
研
究
者
へ
の

道
を
切
り
開
い
た
の
だ
。

　

私
は
、
創
薬
研
究
者
と
い
う

職
業
を
目
指
し
て
い
る
。
だ

が
、
創
薬
研
究
者
に
な
る
た

め
の
知
識
や
経
験
は
ま
だ
ま

だ
不
十
分
だ
。
だ
か
ら
、
今

の
う
ち
に
た
く
さ
ん
薬
学
の

勉
強
を
し
た
い
。
ま
た
、
高

校
の
科
学
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
入
っ
た
り
な
ど
し
て
経
験

を
積
み
た
い
。
こ
の
よ
う
な

努
力
を
日
々
継
続
し
て
い
け

ば
、
創
薬
研
究
者
に
な
る
夢

を
実
現
で
き
る
と
思
う
。
望

む
未
来
を
一
番
早
く
手
に
い

れ
る
方
法
は
、
そ
れ
を
作
り

出
す
こ
と
だ
。
私
の
創
薬
研

究
者
へ
の
道
は
、
も
う
始
ま

っ
て
い
る
。
私
は
、
創
薬
研

究
者
に
な
る
こ
と
で
、
人
を

救
え
る
と
信
じ
て
い
る
。

　
　

   　
（
滞
米
14
年
９
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

「
人
を
救
う
職
業
、

　
　
　
　
　

創
薬
研
究
者
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

泉
来

「美じゅつ館に行ったよ」
　　　　　ニュージャージー補習授業校小４

　　　　　　　　　　　　　　稲葉　勇仁

こ
と
で
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
去
年
は
さ
わ

れ
な
か
っ
た
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を

さ
わ
れ
て
、
さ
ら
に
レ
ス
キ

ュ
ー
も
で
き
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
レ
ス

キ
ュ
ー
し
た
後
、
デ
ュ
ポ
ン

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
い

た
カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
、
元
気
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
デ
ュ
ポ
ン
ネ
イ
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
カ
ブ

ト
ガ
ニ
だ
け
の
事
を
学
ん
だ

の
で
は
な
く
、
野
鳥
や
、
デ

ラ
ウ
ェ
ア
わ
ん
に
魚
は
い
る

で
し
ょ
う
か
ク
イ
ズ
の
よ
う

な
こ
と
を
し
ま
し
た
。
そ
れ

で
、
動
物
な
ど
に
つ
い
て
よ

く
学
習
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ロ
ー
タ
ー
ビ
ー

チ
に
い
た
カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
、

あ
ま
り
元
気
が
な
く
、
デ
ュ

「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
で

　
　

心
に
の
こ
っ
た
こ
と
」

　
　

育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原　

悠
希

ポ
ン
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

に
い
る
カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
元
気

が
あ
っ
て
、「
な
ぜ
デ
ュ
ポ
ン

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
い

る
カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
、
元
気
な

ん
だ
ろ
う
。」
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
去
年
よ
り
も
、

ビ
ー
チ
で
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
き
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
カ
ブ

ト
ガ
ニ
の
た
ま
ご
を
野
鳥
が

食
べ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
心
に
の
こ
っ
た
こ
と

は
、
シ
ー
シ
ェ
ル
シ
ョ
ッ
プ

に
行
っ
た
こ
と
で
す
。
な
ぜ

な
ら
、
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
や
買
い

物
が
で
き
て
、
う
れ
し
か
っ

た
か
ら
で
す
。
ま
ず
さ
い
初

に
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
を
し
ま
し
た
。

13
コ
ー
ス
ほ
ど
ク
リ
ア
し
ま

し
た
。
コ
ー
ス
の
中
に
は
、

ト
ン
ネ
ル
や
、
し
ょ
う
が
い

物
な
ど
が
あ
り
苦
戦
し
ま
し

た
。

　

ミ
ニ
ゴ
ル
フ
が
終
わ
っ
た

後
、
買
い
物
を
し
ま
し
た
。

家
族
へ
の
お
み
や
げ
と
マ
グ

ネ
ッ
ト
、
ア
メ
ジ
ス
ト
、
そ

し
て
貝
を
買
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
デ
ラ
ウ
ェ
ア

で
は
、
学
ん
だ
り
、
遊
ん
だ

り
し
ま
し
た
。
今
回
デ
ラ
ウ

ェ
ア
に
行
っ
た
こ
と
を
生
か

し
て
、
学
ぶ
、
楽
し
む
な
ど

を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

行
事
で
も
友
達
や
先
生
と
よ

り
よ
い
関
け
い
を
作
る
た
め

に
、
学
ぶ
、
遊
ぶ
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　   　
（
滞
米
２
年
６
か
月
）

　

夏
休
み
に
、
お
母
さ
ん
と

お
父
さ
ん
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
に
あ
る
、
モ
マ
の
美
じ
ゅ

つ
館
に
行
き
ま
し
た
。

　

私
が
と
く
に
感
動
し
た
絵

は
、
モ
ネ
の
「
ス
イ
レ
ン
」

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
と
て
も

お
だ
や
か
に
す
る
ほ
ど
心
を

ゆ
た
か
に
、
安
ら
げ
て
く
れ

る
か
ら
で
す
。
モ
ネ
が
ス
イ

レ
ン
を
か
い
た
理
由
は
、
同

じ
風
景
を
異
な
る
時
間
や
天

こ
う
で
え
が
く
事
で
、
う
つ

ろ
い
を
表
現
し
た
こ
と
で
す
。

　

庭
の
池
の
ス
イ
レ
ン
を
え

が
い
た
作
品
は
、
全
部
で

二
百
五
十
枚
あ
り
ま
す
。
私

は
、
モ
ネ
の
作
品
が
二
百
五
十

枚
も
あ
る
と
知
り
、
と
て
も
感

心
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

作
者
が
時
代
の
変
化
を
よ
く

表
し
て
い
ま
す
。
モ
ネ
の
作

品
は
、
当
時
に
あ
っ
た
絵
を
、

フ
ラ
ン
ス
で
「
め
い
そ
う
と

安
ら
ぎ
の
空
間
を
人
々
に
与

え
た
い
」
と
い
う
願
い
の
も

と
、
オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
美
じ

ゅ
つ
館
に
き
ぞ
う
さ
れ
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
二
百
五
十
枚

の
モ
ネ
の
作
品
を
全
て
、
見

て
み
た
い
で
す
。

　

家
族
と
楽
し
い
夏
休
み
を

す
ご
せ
て
幸
せ
で
し
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
行
っ
て
、

今
度
は
も
っ
と
長
く
観
光
地

を
回
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

す
て
き
な
場
所
を
、
み
ん
な

に
面
白
く
思
う
様
に
発
表
し

た
い
で
す
。

　
　
　
　
　   　
（
滞
米
４
年
）　　

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

http://www.kodomony.org
http://www.newjerseyjapaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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神
奈
川
県
湯
河
原
で
90
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
「
ふ
き
や
旅

館
」
の
４
代
目
、
山
本
俊
介
さ
ん
（
34
）
が
、
日
本
の
入
浴
文

化
と
お
も
て
な
し
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
届
け
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
施

設「
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｙ
Ａ（
フ
ロ
ヤ
）」を
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
開
設
す
る
。

10
月
5
日
、
正
式
オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
西
13
丁
目
65
番
地
の

施
設
で
プ
レ
ビ
ュ
ー
を
開
催
。
山
本
さ
ん
が
招
待
客
に
館
内
を

案
内
し
た
。
同
日
、
サ
ン
ト
リ
ー
が
運
営
す
る
バ
ー
で
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
ふ
き
や
旅
館
の
女
将
、
山
本
ま
り
子
さ
ん

が
来
場
者
に
あ
い
さ
つ
し
た
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
サ
ン
ト
リ
ー

の
ス
キ
ン
ケ
ア
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」
と
の
共
同
開
催
で
、

製
品
紹
介
も
行
わ
れ
た
。
正
式
オ
ー
プ
ン
は
10
月
末
を
予
定
し

て
い
る
。

　

約
２
６
３
平
方
メ
ー
ト
ル
の
施
設
に
は
、
サ
ウ
ナ
や
浴
槽
、

入
浴
後
に
く
つ
ろ
げ
る
リ
カ
バ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
る
。
利

用
者
は
持
参
の
水
着
に
着
替
え
て
か
ら
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
華

氏
１
６
０
〜
１
９
０
度
の
サ
ウ
ナ
で
８
〜
12
分
ほ
ど
汗
を
流
し

た
後
、
コ
ー
ル
ド
タ
ブ
に
30
〜
60
秒
浸
か
り
、
ベ
ン
チ
で
休
憩

す
る
。
ホ
ッ
ト
バ
ス
タ
ブ
も
設
け
、
男
女
共
用
の
空
間
で
心
身

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
。
６
番
街
の
地
下
鉄
Ｆ
・
Ｍ
線
、
14
丁

目
駅
か
ら
徒
歩
約
１
分
と
ア
ク
セ
ス
も
便
利
だ
。

　

営
業
時
間
は
平
日
午
前
７
時
か
ら
午
後
11
時
、
週
末
午
前
８
時

か
ら
午
後
10
時
。
定
休
日
な
し
。
予
約
制
。
料
金
は
１
回
65
ド

ル
か
ら
75
ド
ル
、
４
回
券
２
０
０
ド
ル
か
ら
２
２
０
ド
ル
、
８

回
券
３
２
０
〜
３
６
０
ド
ル
。
年
間
無
制
限
パ
ス
は
５
０
０
０

ド
ル
か
ら
６
０
０
０
ド
ル
。
山
本
さ
ん
は「
湯
河
原
か
ら
世
界
へ
、

日
本
の
お
も
て
な
し
を
届
け
た
い
」
と
意
欲
を
語
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は info@furoyany.com 
ま
で
。

湯
河
原
の
老
舗
旅
館
の
４
代
目

マンハッタンにサウナ施設「FUROYA」開業へ

オーナーの山本俊介さん

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は

３
日
、
ハ
ド
ソ
ン
バ
レ
ー
の
紅

葉
を
堪
能
し
て
も
ら
お
う
と
メ

ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
ハ
ド
ソ
ン
線

の
週
末
の
運
行
本
数
を
往
復
路

各
３
本
、
１
日
計
６
本
増
発
し

た
。
通
称
「
リ
ー
フ
・
ピ
ー
カ

ー
」
列
車
の
運
行
は
11
月
８
日

ま
で
で
、
朝
に
グ
ラ
ン
ド
セ
ン

ト
ラ
ル
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
出

発
す
れ
ば
数
時
間
は
Ｎ
Ｙ
州
北

部
の
紅
葉
を
満
喫
で
き
る
。

　

ま
た
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
ハ
ド
ソ
ン
、

ハ
ー
レ
ム
、
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン

線
の
平
日
の
運
行
合
計
５
本
増

発
も
発
表
し
た
。
ハ
ド
ソ
ン
線

に
は
午
後
４
時
52
分
グ
ラ
ン
ド

セ
ン
ト
ラ
ル
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
発
オ
シ
ニ
ン
グ
着
の
ピ
ー

ク
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
、
ハ
ー
レ

ム
線
に
は
朝
７
時
32
分
ノ
ー

ス
・
ホ
ワ
イ
ト
・
プ
レ
イ
ン
ズ

発
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
・
タ

ー
ミ
ナ
ル
駅
着
の
ピ
ー
ク
・
エ

キ
ス
プ
レ
ス
を
追
加
、
ニ
ュ
ー

ヘ
イ
ブ
ン
線
に
関
し
て
は
、
朝

６
時
59
分
ハ
リ
ソ
ン
駅
発
グ
ラ

セ
ン
駅
行
の
ロ
ー
カ
ル
は
７
時

ニ
ュ
ー
ロ
シ
ェ
ル
駅
発
の
ピ
ー

ク
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
と
７
時
ハ

リ
ソ
ン
駅
発
の
ピ
ー
ク
・
エ
キ

ス
プ
レ
ス
の
２
本
に
変
更
、
そ

の
ほ
か
午
後
４
時
36
分
、
５
時

１
分
グ
ラ
セ
ン
駅
発
ロ
ウ
エ
ー

ト
ン
駅
行
の
ピ
ー
ク
・
エ
キ
ス

プ
レ
ス
２
本
が
増
発
と
な
っ

た
。
詳
細
はhttps://www.
mta.info/press-release/
metro-norths-leaf-peeper-
trains-return-oct-3-new-
schedules-add-five-trains

を
参
照
す
る
。

メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道

ハ
ド
ソ
ン
ラ
イ
ン

紅葉シーズン
列車を増便

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:info@furoyany.com
mailto:info@furoyany.com
mailto:info@furoyany.com
https://www.mta.info/press-release/metro-norths-leaf-peeper-trains-return-oct-3-new-schedules-add-five-trains
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アメリカでの就職活動は QUICK 
USAにご相談ください！

ウェブサイトにて最新の求人を
随時更新しています！

www.919usa.com

▼NY/NJエリアのHOT 求人▼
------------------------------------
● Floor Manager
Service
$18/h NY (#17638)
------------------------------------
● Kitchen Staff 
Service 
$18/h NY (#17637)
------------------------------------

------------------------------------
● Project Assistant
Government related org.
$24.5/h NY (#17633)
------------------------------------
● IT PMO-Global Markets Systems
IT    
$70K-$120K NY (#17627)
------------------------------------
● VP, Global Mobility Mgr.   
Finance
$125K-$155K NY (#17617)
------------------------------------
● Accounting & Facilities Support
Service
$20-$21/h NY (#17583)
------------------------------------
● Fish warehouse worker
Distributor   
$20/h NJ (#17570)
------------------------------------
● Administrative 
Finance
$25-$28/h NY (#17549)
------------------------------------

------------------------------------
● Sales Admin Associate.
Manufacturing
$21/h NJ (#17525)
------------------------------------
● HR coordinator/Admin. Assis.  
Trading
$28-$40/h NY (#17506)
------------------------------------
求人詳細につきましては、
お気軽にご連絡ください。

QUICK USA, INC.
Phone: 212-692-0850

Email: quickny@919usa.com
www.919usa.com

www.919usanews.com

150 East 52nd Street, 
＃ 17001 New York, NY 10022 

月～金　9:00 – 17:00
【急募】魚の扱い経験者募集
日本式魚市場＆
テイクアウト寿司
「Osakana」
片桐 2店舗

Lexington Ave・59丁目
週末勤務できる方
平日は East Village店も可
時給 $23～ 25 有給病休あり
要米国就労資格
履歴書を Eメールで
y-yobuko@manpuku-hd.jp

＊通常価格は1行（15文字）US$4
です。

＊商業目的のクラシファイド広告
は公認ライセンス等、証明書のご
提出をして頂く場合がございま
す。

＊締め切りは発行週の月曜日の午
後１時までです。

＊掲載ご希望内容によっては、ご
掲載をお断りする場合がございま
す。予めご了承下さい。

＊ロゴ、及び写真掲載は無料で行
いますが、サイズの指定は出来ま
せん。

＊長期掲載割引は12週（3ヶ月相
当）以上を適用期間とし、長期掲
載契約を交わした上でとり進めさ
せていただきます。

＊本紙に掲載された広告内容に関
しましてNY 生活プレス社、は一切
責任を負いかねます。

---- お申し込み・お支払い先 ----
New York Seikatsu Press, Inc.

71 West 47th Street., #1205
New York, NY 10036

Email: info@nyseikatsu.com
お問い合わせも上記まで

mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.furumoto.com
mailto:hello@libret.com
https://able-nw.com/newyork/
https://qrco.de/bekbQo
mailto:Mfurusho@theagencyonerock.com
tel:9176780297
http://www.startsnewyork.com
http://www.919usa.com
mailto:quickny@919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usanews.com
mailto:y-yobuko@manpuku-hd.jp
mailto:info@nyseikatsu.com
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こ
ん
に
ち
は
！
ル
ー
ト
66
フ

ァ
ン
の
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
月
か
ら

少
し
趣
向
を
変
え
て
、「
２
週

間
で
ル
ー
ト
66
を
旅
す
る
な

ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
シ
カ

ゴ
か
ら
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
ま
で
の

行
程
を
３
回
に
分
け
て
な
ぞ
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ル
ー
ト
66
は
全
長
２
４
４
８

マ
イ
ル
、
約
３
９
４
０
キ
ロ
。

日
本
列
島
を
縦
断
し
て
も
ま
だ

足
り
な
い
ほ
ど
の
距
離
で
す
。

そ
こ
を
２
週
間
で
走
る
と
な
る

と
、
当
然
な
が
ら
、
す
べ
て
の

町
、
す
べ
て
の
名
所
を
丁
寧
に

見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
逆

に
言
え
ば
、「
泣
く
泣
く
通
過

す
る
場
所
」
を
決
め
る
旅
で
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
初
め
て
走

る
方
に
も
無
理
が
少
な
く
、
な

お
か
つ
「
こ
こ
だ
け
は
見
て
ほ

し
い
」
と
思
え
る
場
所
を
、
筆

者
な
り
の
視
点
も
交
え
な
が
ら

選
ん
で
い
き
ま
す
。
旅
慣
れ
た

方
か
ら
見
れ
ば
「
あ
そ
こ
を
外

す
の
？
」
と
い
う
場
所
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
13
泊
14

日
で
全
線
を
走
る
な
ら
、
ど
こ

か
で
割
り
切
り
も
必
要
で
す
。

と
、
い
う
こ
と
で
今
回
は
、
２

週
間
で
た
ど
る
ル
ー
ト
66
の
前

編
。
ま
ず
は
シ
カ
ゴ
か
ら
、
母

な
る
道
へ
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

 　
旅
の
始
ま
り
は
、
や
は
り

シ
カ
ゴ
で
す
。
日
本
か
ら
到
着

し
た
日
は
無
理
に
走
り
出
さ

ず
、
１
泊
目
は
ま
ず
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
に
泊
ま
る
の
が
よ
い
と
思

い
ま
す
。
ル
ー
ト
66
の
ス
タ
ー

ト
地
点
は
、
細
か
く
言
え
ば
い

く
つ
か
の
説
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
も
っ
と
も
分
か
り
や
す

い
の
はAdams Street

に
あ

る
「
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
」
サ
イ
ン
で

し
ょ
う
。
一
本
南
のJackson 

Boulevard

に
は
「
Ｅ
Ｎ
Ｄ
」

サ
イ
ン
も
あ
り
、
か
つ
て
の
起

点
に
近
いMichigan Avenue

周
辺
、
さ
ら
にLake Shore 

Drive

側
ま
で
含
め
て
歩
け
ば
、

出
発
前
の
儀
式
と
し
て
は
十

分
で
す
。
最
近
はNavy Pier

に
も
観
光
客
向
け
の
「
商
業

用
」
サ
イ
ン
が
で
き
ま
し
た
が

（
笑
）、
ま
ず
は
や
は
り
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
の
起
点
を
自
分
の
足
で

確
認
し
て
か
ら
出
発
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

　

翌
朝
は
、
シ
カ
ゴ
の
ア
イ

コ
ン
、Lou Mitchell’s

で
朝

食
を
取
っ
て
か
ら
出
発
す
る

の
が
お
す
す
め
で
す
。
創
業

１
９
２
３
年
の
老
舗
ダ
イ
ナ
ー

で
、
ル
ー
ト
66
旅
行
者
に
と
っ

て
は
、
単
な
る
朝
食
以
上
の
意

味
を
持
つ
場
所
で
す
。
こ
こ
で

し
っ
か
り
食
べ
て
か
ら
西
へ
向

か
う
と
、
い
よ
い
よ
旅
が
始
ま

っ
た
と
い
う
気
分
に
な
り
ま

す
。

　

シ
カ
ゴ
を
出
る
と
、
最
初

に
大
き
く
立
ち
寄
り
た
い
町

はJoliet

で
す
。
ダ
ウ
ン
タ
ウ

ン
に
は
ル
ー
ト
66
の
観
光
情

報
が
得
ら
れ
る
博
物
館
が
あ

り
、Blues Brothers

の
人
形

が
立
つRich & Creamy

、
そ

し
て
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地

と
し
て
知
ら
れ
るOld Joliet 

Prison

も
あ
り
ま
す
。
特
に

旧
刑
務
所
は
、
た
だ
の
廃
墟
で

は
な
く
、
町
の
歴
史
と
観
光
資

産
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
い
る

場
所
。時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、

こ
こ
は
ぜ
ひ
見
て
お
き
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

　

Joliet

を
過
ぎ
る
と
、
景
色

は
少
し
ず
つ
大
都
市
圏
か
ら
小

さ
な
町
の
ル
ー
ト
66
へ
と
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
。
高
速
道
路
を

た
だ
走
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
の

区
間
で
す
が
、
古
い
道
に
沿
っ

て
進
む
と
、
昔
の
ガ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
町
の
壁
画
、
小
さ
な

ダ
イ
ナ
ー
な
ど
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と

現
れ
、
い
か
に
も
「
母
な
る
道

を
走
っ
て
い
る
」
と
い
う
感
覚

が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
あ
た
り

か
ら
、単
な
る
移
動
で
は
な
く
、

町
か
ら
町
へ
物
語
を
拾
っ
て
い

く
旅
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
目
指
し
た
い
の
は

Pontiac

で
す
。
こ
こ
は
イ
リ

ノ
イ
州
ル
ー
ト
66
の
中
で
も
、

か
な
り
充
実
し
た
町
で
す
。

Route 66 Hall of Fame and 
Museum

に
は
、
ル
ー
ト
66
を

代
表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
あ

のBob W
aldmire

の
ヴ
ァ
ン

や
バ
ス
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

町
中
に
は
壁
画
も
多
く
残
っ
て

い
ま
す
。
単
な
る
通
過
点
で
は

な
く
、
歩
い
て
楽
し
め
る
町
と

し
て
、
初
め
て
の
旅
で
も
印
象

に
残
り
や
す
い
場
所
で
す
。

　

そ
の
次
は
少
し
地
味
で
す

が
、
個
人
的
に
好
き
な
の
が

Funks Grove

で
す
。
こ
こ
で

は
昔
な
が
ら
の
メ
イ
プ
ル
シ
ロ

ッ
プ
作
り
が
続
け
ら
れ
て
お

り
、
派
手
な
看
板
や
ネ
オ
ン
と

は
ま
た
違
う
、
イ
リ
ノ
イ
ら
し

い
素
朴
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
旅
で
は

通
過
さ
れ
が
ち
な
場
所
で
す

が
、
こ
う
い
う
小
さ
な
寄
り
道

こ
そ
、
ル
ー
ト
66
を
た
だ
の
移

動
で
は
な
く
「
旅
」
に
し
て
く

れ
ま
す
。

　

２
泊
目
の
目
安
に
し
た
い

の
が
、
イ
リ
ノ
イ
州
の
州
都

Springfi eld

で
す
。Chicago

か

らJoliet

、Pontiac

、

Funks Grove

を
拾
い
な
が
ら

進
む
と
、
初
日
の
ド
ラ
イ
ブ
と

し
て
も
無
理
が
な
く
、
町
に
着

い
て
か
ら
食
事
を
取
る
余
裕
も

残
せ
ま
す
。Springfi eld

は

リ
ン
カ
ー
ン
ゆ
か
り
の
町
と
し

て
知
ら
れ
、Lincoln Home

や
大
統
領
図
書
館
・
博
物
館
な

ど
見
ど
こ
ろ
も
豊
富
で
す
。
た

だ
し
、
２
週
間
で
全
線
を
走
る

旅
で
は
、
リ
ン
カ
ー
ン
関
係
を

す
べ
て
回
る
と
時
間
が
足
り
な

く
な
り
ま
す
。
歴
史
に
強
い
関

心
が
あ
る
方
は
半
日
取
る
価
値

が
あ
り
ま
す
が
、
ル
ー
ト
66
旅

と
し
て
は
、
ま
ずCozy Dog 

Drive-In

を
押
さ
え
て
お
き
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

Cozy Dog

は
、
コ
ー
ン
ド

ッ
グ
の
原
型
と
も
言
え
る
名
物

を
出
す
老
舗
で
、
か
わ
い
ら
し

い
看
板
と
店
内
の
雰
囲
気
も
含

め
、
い
か
に
も
ル
ー
ト
66
ら
し

い
場
所
で
す
。
し
か
も
、
こ
の

店
を
創
業
し
たW

aldmire

家

は
、
先
ほ
ど
のPontiac

で
触

れ
たBob W

aldmire

と
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
旅
の
途
中

で
、
町
と
人
と
店
の
話
が
少
し

ず
つ
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
れ

も
ル
ー
ト
66
の
面
白
さ
で
す
。

　

Springfi eld

か
ら
さ
ら
に
南

へ
向
か
う
と
、
旅
は
少
し
ず
つ

イ
リ
ノ
イ
州
の
終
盤
へ
入
っ
て

い
き
ま
す
。
最
初
の
数
日
は
、

ま
だ
「
荒
野
の
ル
ー
ト
66
」
と

い
う
よ
り
、
町
と
町
、
人
と

店
、
古
い
道
と
新
し
い
道
が
重

な
り
合
う
中
西
部
の
ル
ー
ト
66

で
す
。
派
手
さ
は
少
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
区
間
を

飛
ば
し
て
し
ま
う
と
、
母
な
る

道
が
な
ぜ
人
々
の
生
活
道
路
で

あ
り
、
商
売
の
道
で
あ
り
、
旅

の
道
で
あ
っ
た
の
か
が
見
え
に

く
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
、Staunton

のHenry’s Rabbit Ranch

は
、
ぜ
ひ
触
れ
て
お
き
た
い

場
所
で
す
。
１
９
９
９
年
に

Rich Henry

さ
ん
が
始
め
た

こ
の
場
所
は
、
古
い
ガ
ス
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
見
え
る
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
ル
ー
ト
66

グ
ッ
ズ
、
そ
し
て
名
前
の
通
り

ウ
サ
ギ
た
ち
が
迎
え
て
く
れ

る
、
少
し
不
思
議
で
温
か
い
ロ

ー
ド
サ
イ
ド
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
し
た
。Rich

さ
ん
亡
き

後
、
一
時
は
今
後
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
地
元
の
手
で
再
出

発
へ
向
か
っ
て
い
る
こ
と
も
ル

ー
ト 

66
ら
し
い
物
語
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
３
泊
目
は
、
ミ
シ
シ

ッ
ピ
川
を
越
え
た
先
の
ミ
ズ

ー
リ
州
セ
ン
ト
ル
イ
ス
を
目

指
し
ま
す
。
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・

ア
ー
チ
が
そ
び
え
る
こ
の
町

は
、
ま
さ
に
「
西
部
へ
の
玄
関

口
」。
し
か
も
こ
の
ア
ー
チ
を

中
心
と
す
るGateway Arch 

National Park

は
、
ル
ー
ト

66
上
に
あ
る
２
つ
の
国
立
公
園

の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
す
。
シ
カ

ゴ
か
ら
始
ま
っ
た
旅
は
、
こ
こ

で
少
し
空
気
を
変
え
ま
す
。
大

都
市
か
ら
小
さ
な
町
へ
、
そ
し

て
さ
ら
に
西
へ
。
２
週
間
の
ル

ー
ト
66
旅
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。

　

次
回
は
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
か

ら
ミ
ズ
ー
リ
州
を
西
へ
進
み
、

カ
ン
ザ
ス
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
、
そ

し
て
テ
キ
サ
ス
へ
向
か
い
ま

す
。
母
な
る
道
の
景
色
は
、
こ

こ
か
ら
さ
ら
に
大
き
く
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。そ
れ
で
は
ま
た
、

来
月
お
目
に
か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
）

魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」
を
走
破
し
よ
う
！

２
週
間
で
た
ど
る
お
勧
め
旅
プ
ラ
ン
（
前
編
）

　

広
島
市
江
波
に
あ
る
「
シ
ュ

モ
ー
ハ
ウ
ス
」
を
見
学
し
て
き

ま
し
た
。
シ
ュ
モ
ー
ハ
ウ
ス

は
、
１
９
５
１
年
に
集
会
所
と

し
て
建
て
ら
れ
、
地
域
活
動
の

拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
広
島
南
道
路
の
整
備
に

伴
い
、
集
会
所
と
し
て
の
役
割

は
終
え
ま
し
た
が
、
南
東
約
40

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
か
ら

現
在
の
場
所
に
曳
家
（
ひ
き

や
）
移
転
し
て
保
存
さ
れ
、

２
０
１
２
年
11
月
に
、
被
爆
後

の
広
島
に
寄
せ
ら
れ
た
海
外
か

ら
の
支
援
を
伝
え
る
広
島
平
和

記
念
資
料
館
の
附
属
展
示
施
設

と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。

　
「
シ
ュ
モ
ー
ハ
ウ
ス
」
の
名

前
は
、
米
国
の
フ
ロ
イ
ド
・

シ
ュ
モ
ー
（Floyd W

ilfred 
Schmoe

、
１
８
９
５
〜

２
０
０
１
）氏
に
由
来
し
ま
す
。

シ
ュ
モ
ー
氏
は
、
広
島
・
長
崎

へ
の
原
爆
投
下
に
心
を
痛
め
、

住
ま
い
を
失
っ
た
広
島
の
人
々

の
た
め
に
家
を
建
て
る
活
動
を

進
め
た
、
ア
メ
リ
カ
の
森
林
学

者
、
自
然
学
者
で
著
作
家
で
あ

り
、
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
の
平
和

主
義
者
で
す
。
ほ
ぼ
20
世
紀
全

般
を
通
し
た
平
和
活
動
で
知
ら

れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
、

強
制
収
容
さ
れ
た
日
系
ア
メ
リ

カ
人
へ
の
支
援
に
も
努
め
ま
し

た
。
こ
の
建
物
こ
そ
、被
爆
後
、

シ
ュ
モ
ー
氏
が
住
ま
い
を
失
っ

た
広
島
の
人
々
の
た
め
に
建
設

し
た
建
物
な
の
で
す
。

　

館
内
に
は
、
シ
ュ
モ
ー
氏
の

活
動
の
ほ
か
、
被
爆
直
後
の
広

島
に
大
量
の
医
薬
品
を
届
け

た
ス
イ
ス
人
医
師
で
赤
十
字

国
際
委
員
会
駐
日
主
席
代
表
を

務
め
た
マ
ル
セ
ル
・
ジ
ュ
ノ
ー

（Marcel Junod

、
１
９
０
４

〜
１
９
６
１
）
博
士
や
、
肉
親

を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
援

助
運
動
を
手
掛
け
た
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
作
家
の
ノ
ー
マ
ン
・
カ

ズ
ン
ズ
（Norman Cousins

、

１
９
１
５
〜
１
９
９
０
）
氏
な

ど
海
外
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
紹
介
し
て
お
り
、
国

を
超
え
て
寄
せ
ら
れ
た
善
意

と
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
思
い

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

フ
ロ
イ
ド
・
シ
ュ
モ
ー
氏

は
、
シ
ア
ト
ル
に
住
み
、
大

学
の
森
林
学
の
講
師
で
あ
っ

た
計
画
を
「
広
島
の
家
」
と

名
付
け
、
募
金
に
よ
り
住
宅

建
設
の
た
め
の
資
金
を
集
め

ま
し
た
。
昭
和
24（
１
９
４
９
）

年
7
月
、
シ
ュ
モ
ー
氏
は

エ
メ
リ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ

ー

ス
（Emery Andrews

、

１
８
９
４
〜
１
９
７
６
）
氏

ら
3
人
の
仲
間
と
と
も
に
ガ

ラ
ス
や
ク
ギ
な
ど
の
建
築
資

材
を
携
え
て
広
島
に
来
ま
し

た
。
シ
ュ
モ
ー
氏
ら
は
、
木

造
平
屋
建
て
の
二
軒
長
屋
2
棟

を
建
設
す
る
こ
と
に
し
、
大
工

の
棟
梁
1
人
を
雇
い
、
日
本

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

を
得
て
、「
広
島
の
家
」
を
建

て
始
め
た
の
で
す
。
そ
の
後

も
「
広
島
の
家
」
の
建
設
は
続

き
、
江
波
皿
山
の
ふ
も
と
に
は

１
９
５
０
年
か
ら
52
年
に
か
け

て
毎
年
家
が
建
て
ら
れ
、
地
域

の
人
々
の
た
め
の
集
会
所
（
現

在
の
シ
ュ
モ
ー
ハ
ウ
ス
）
も
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
館
記
念
式
典
に
は
、
広
島

市
長
や
地
元
の
町
内
会
長
を
は

じ
め
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
フ
ロ

イ
ド
・
シ
ュ
モ
ー
氏
の
次
男
ウ

ィ
ル
フ
レ
ッ
ド
・
Ｐ
・
シ
ュ
モ

ー
氏
ら
関
係
者
が
出
席
し
て
開

館
記
念
式
が
行
わ
れ
、
記
念
式

の
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
シ
ュ
モ
ー

氏
は
「
父
親
が
も
し
こ
の
場
に

い
れ
ば
、
皆
さ
ん
が
シ
ュ
モ
ー

ハ
ウ
ス
を
残
し
て
く
れ
た
こ
と

こ
そ
一
番
の
栄
誉
だ
と
話
し
た

に
違
い
な
い
と
思
う
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
の
シ
ュ
モ
ー
ハ
ウ
ス
は

世
代
を
超
え
て
こ
の
場
所
に
残

っ
て
い
く
か
ら
だ
」
と
語
っ
た

そ
う
で
す
。

（
栗
原
祐
司
／
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）
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秋
の
澄
ん
だ
空
気
の
中
で
優

雅
に
羽
ば
た
く
姿
を
想
像
す
る

と
楽
し
い
。
大
き
な
四
辺
形
を

し
て
い
る
ペ
ガ
サ
ス
座
は
、
９

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
南
の
夜

空
で
見
つ
か
る
有
名
な
星
座

だ
。
諸
説
あ
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ

神
話
に
て
、
英
雄
ペ
ル
セ
ウ
ス

が
怪
物
メ
ド
ゥ
ー
サ
の
首
を
切

り
落
と
し
た
と
き
そ
の
血
し
ぶ

き
か
ら
誕
生
し
た
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
ペ
ガ
サ
ス
は
星
座
に

お
い
て
、
翼
の
あ
る
天
馬
が
空

を
逆
さ
ま
に
飛
ぶ
姿
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
高
ま
り
、
強
い
想
像
力

や
創
造
力
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
と
さ
れ
、
ア
イ
デ
ア
を
生
み

出
す
力
が
強
く
な
っ
て
い
る
と

き
を
知
ら
せ
る
合
図
だ
と
い
わ

れ
る
。
さ
ら
に
、
自
由
な
発
想

力
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
現

状
を
打
破
し
て
前
に
進
む
力
が

強
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
も
し
も
ペ
ガ
サ
ス

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
彩
雲

と
呼
ば
れ
る
雲
を
見
ら
れ
た
場

合
に
は
、
幸
運
の
前
兆
と
な
る

と
同
時
に
、
高
次
元
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
捉
え
る
こ
と

も
で
き
、
現
在
進
ん
で
い
る
道

が
正
し
い
道
で
そ
の
ま
ま
進
ん

で
い
け
ば
良
い
こ
と
を
教
え
て

く
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
全

般
的
に
ペ
ガ
サ
ス
が
出
て
く
る

夢
は
、
大
き
な
幸
運
や
運
気
上

昇
の
訪
れ
を
示
す
と
さ
れ
て
お

り
、
吉
兆
の
傾
向
が
強
い
夢
だ

と
さ
れ
て
い
る
。し
た
が
っ
て
、

現
状
抱
え
て
い
る
悩
み
が
解
消

さ
れ
て
心
や
身
体
が
解
放
さ

れ
、
新
し
い
可
能
性
が
広
が
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

は
白
い
ペ
ガ
サ
ス
に
乗
っ
て
空

を
飛
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

自
由
な
心
や
広
い
視
野
を
手
に

入
れ
る
と
い
う
暗
示
で
あ
る
た

め
、
自
分
の
可
能
性
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
超
ラ
ッ
キ

ー
な
夢
と
な
る
。
も
と
も
と
気

性
が
荒
く
人
を
簡
単
に
は
乗
せ

て
く
れ
な
か
っ
た
ペ
ガ
サ
ス
に

乗
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
自
分

の
人
生
を
自
ら
の
力
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
状

況
へ
導
く
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
い
う
。
つ
ま
り
、
ハ
イ
ヤ
ー

セ
ル
フ
か
ら
の
導
き
と
な
る
の

だ
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
人
々
が

語
り
継
い
だ
物
語
―
ギ
リ
シ
ャ

神
話
で
は
、
神
々
と
英
雄
た
ち

の
冒
険
の
中
に
は
ペ
ガ
サ
ス
を

含
め
た
く
さ
ん
の
「
馬
」
が
登

場
す
る
が
、
12
月
に
入
る
と
、

星
空
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
少

し
ず
つ“

ユ
ニ
コ
ー
ン
座”(

現

代
で
は
馬
の
一
種
と
さ
れ
る
イ

ン
ド
誌
に
登
場
す
る
一
角
獣)

の
季
節
へ
と
移
行
す
る
な
ど
、

馬
は
古
く
か
ら
生
活
と
密
着
し

て
き
た
人
々
に
と
っ
て
唯
一
無

二
の
パ
ー
ト
ナ
ー
な
の
だ
。

　

さ
て
、
馬
の
モ
チ
ー
フ
と
金

（
ゴ
ー
ル
ド
）
を
組
み
合
わ
せ

た
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
身
に
付
け
る

と
、「
成
功
・
行
動
力
・
金
運

ア
ッ
プ
・
厄
除
け
」
な
ど
の
相

乗
効
果
が
で
て
く
る
。

　

津
延
美
衣

(
つ
の
べ
み
え)

Ｎ
Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。

米
国
宝
石
学
会(

Ｇ
Ｉ
Ａ
）
鑑
定
資

格
者
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・ 

ア
ー

ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
な

ど
知
識
を
元
に
感
動
的
な
人
生
を
描

く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・ 

キ

ュ
レ
タ
ー
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ

エ
ー
ル
。
美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：

http//mijikan.blogspot.com/ 
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ペンダント（18k）

縁
起
物
と
宝
石「『
天
馬（
ペ
ガ
サ
ス
座
）』

と
ジ
ュ
エ
リ
ー
８
」
25

　

第
15
回
Ｎ
Ｙ
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
公
演
カ
ジ
キ
ズ
・
シ
ョ
ー

が
６
日
開
催
さ
れ
た
。
日
本
文

化
や
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
演

出
で
日
本
か
ら
多
く
の
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ナ
ー
が
来
米
し
た
。
ま

た
、
翌
７
日
午
後
１
時
か
ら
国

連
本
部
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
で

日
本
国
連
加
盟
70
周
年
記
念
リ

ー
ダ
ー
ズ
・
ス
ピ
ー
チ
と
カ
ジ

キ
ズ
・
シ
ョ
ー
も
行
っ
た
。
出

演
者
は
和
帯
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（ 

W
ao bi Ensemble 

舞
、 

関
野

早
也
香
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）、
梶

木
敏
巳
（
司
会
・ 

佐
賀
県
唐
津

市
出
身
、
歌
）、Luna. 

（
歌) 

： 

唐
津
よ
り
出
演
、
ル
ミ
子
＆

隼 

（
歌
＆
太
鼓
） ： 

唐
津
よ
り

出
演
、 W

aka Bloom (

着
物

ダ
ン
ス)

、
チ
ー
ム
吉
川
聖
弓 

（
モ
デ
ル
シ
ョ
ー
＆
ピ
ア
ノ
・

サ
ッ
ク
ス
） Symphony of 

life

、
和
嶋
静
代
＆
ク
ワ
イ
ヤ

ワ
ッ
カ
ー （
コ
ー
ラ
ス
） : 

佐
賀

県
中
心
の
コ
ー
ラ
ス
、
岡
野
啓

子
＆SHOHEI

＆MANATO 

（
歌
・
芝
居
・
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
）、 SOUL OF JAPAN (

歌

と
ダ
ン
ス) : ”

時
代” ”

ダ
ン

シ
ン
グ
ヒ
ー
ロ
ー”

、Hana 
Mai Ren 

（
日
本
の
お
祭
り
メ

ド
レ
ー
）、
西
岡
舞 

＆ Patrik Michael W
ickham 

（
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
音
楽
）、
和
太
鼓
選
手

権 by TAKERU 

、
笠
原
朝
日

（
中
学
１
年
生
） ・
湯
澤
一
樹
・

林
晏
均
（
リ
ン
・
ヤ
ン
ジ
ュ
ン 

台
湾
よ
り
）・
長
野
隼
。
1
位

は
中
学
１
年
生
の
笠
原
朝
日
さ

ん
。
関
野
早
也
香 

ソ
ロ
剣
舞
、

栗
原
武
啓with

津
軽
三
味
線

集
団 

弦
音
巴
・
慶
応
大
学
の

三
味
線
サ
ー
ク
ル
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
慶
應
高
校
卒
業
生
も
。

今
年
２
月
の
公
演
が
雪
で
渡
航

で
き
ず
中
止
と
な
り
今
回
10
月

に
移
行
と
な
っ
た
チ
ー
ム
も
多

く
出
演
、
総
勢
１
０
０
人
あ
ま

り
の
大
舞
台
と
な
っ
た
。

参加しても楽しい！
カジキズショー
100 人余りが来米出演

https://mijikan.blogspot.com/
http://www.ojfd.com
tel:2122136069
https://www.uemurachiropractic.com/
http://www.yamagatadental.net/
http://www.easeny.com/
https://mijikan.blogspot.com/
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EVENT
■ NYワイン＆フードフェスティバル＝ 10/15～
18　NYの美食の祭典が今年も開催される。期間中
は 50以上のイベント、300人以上の有名シェフ、
ワイン醸造家、食のインフルエンサーが集結。オー
プニングの肉の祭典「Blue Moon Burger Bash」ほか、
肉とウイスキーのペアリングや料理の鉄人たちによ
るデモンストレーションなどが行われる。メイン会
場はシーポート地区。入場料はイベントによって異
なる。
詳細は https://nycwff .org/
■オープンハウス NY＝ 10/16～ 18　市内各地　
普段は立ち入ることができない NYの歴史的建造物
や最新のランドマーク、インフラ施設の裏側が一般
公開される人気イベント。石工職人を育成する「ペ
レッティエーリ・ストーン・カーバーズ・アカデ
ミー」をはじめとする伝統工房や、ロックフェラー
センターのルーフトップ庭園など、今年は市内 5区
にある300以上のスポットが参加する。参加費無料、
一部のツアー等は有料・要予約。
詳細は https://ohny.org/festival
■星空観察イベント「Stargazing on the High Line」
＝ 10/27までの毎週火曜　日没から 22:00＝ま
で　High Line（Little West 12th St）ニューヨーク
のアマチュア天文家協会（Amateur Astronomers 
Association）などの専門チームが高性能な天体望
遠鏡を無料で用意し、星や惑星を案内する。都会の
空中庭園で夜風に吹かれながら星を眺められる。参
加費無料、事前予約不要。
詳 細 は https://www.thehighline.org/events/
stargazing/
■第 53回ビレッジ・ハロウィーンパレード＝
10/31　17:00～ 23:00  From Canal St. to 15th St. x 
6th Ave.）今年は身体と魂との繋がり「ボディ＆ソ
ウル」をテーマに、芸術監督のジェーン・フレミン
グ氏がスケルトンを掲げてパレードを先導する。パ
レード公式パペットメーカーは、今年はメキシコの
死者の日をヒントにした光り輝く精霊やスケルトン
を用意している。コスチュームを着ていれば誰でも
参加できる。
詳細は https://halloween-nyc.com

CLASS/SEMINAR
■和菓子のワークショップ＝ 10/25　茶菴（230 E 
9th St. 2F）和菓子を現代的なアートへと昇華させ
た「あんこのお花 ®」の考案者で、和なはアートフー
ド協会の代表を務める末廣由香里さんによるワーク
ショップ。桜をモチーフにした新しい和菓子「あん
このお花 ® さくらお団子ボックス」を作る。クラ
スの後は和菓子の試食と京都・宇治の老舗「丸久小
山園」の抹茶を楽しむ。クラスは 11時・14時・16
時 15分からの 3回。参加費：$120
詳細は https://www.chaanteahouse.com

MUSIC
■コンサート「ゴーストバスターズ」＝ 10/17　
20:00  United Palace（4140 Broadway,175th St.）
1984年に公開され、今なお愛され続ける名作映画
『ゴーストバスターズ』の音楽をオーケストラで演
奏する。アカデミー賞受賞作曲家エルマー・バーン
スタインによる名曲の数々とシンクロして、巨大な
映像が映し出される。入場料：$29.01～ $76.16
詳細は https://unitedpalace.boletosexpress.com/
■第 37回「ニューヨークの四季 - 日本音楽の彩り」
＝ 10/25  17:00  山田流箏曲演奏家の木村伶香能に
よる日本音楽シリーズ。今回は唐代の楊貴妃と玄宗
皇帝の「長恨歌」を主題とする「秋風の曲」、今な
お革新的な三絃独奏曲として知られる「盤渉調」な
どを演奏。終演後に茶道家、森宗碧による抹茶と御
菓子が提供される。参加費：$50
詳細は https://www.setsugekkany.com
■大江千里トリオ＝ 10/30・31　Birdland Theater
（315 W 44th St,）3 年 ぶ り と な る ア ル バ ム
『HOMEWORK』を発表したジャズピアニスト、大
江千里のコンサート。デジタルとアコースティック
が共存する実験色の強い同アルバムから、ジャズ
をベースにしたシティポップ作品を披露。入場料：
Bar $30・Table $40
詳 細 は https://www.birdlandjazz.com/tm-event/
senri-oe-trio/
■八神純子ライブ「POP MEETS JAZZ ON ROUTE 
66」＝ 11/15  19:00 ＆ 21:30  Birdland Theater（315 
W 44th St.）シンガーソングライターの八神純子に
よる 1夜限りの特別公演。八神の代表的なオリジナ
ル曲をジャズの自由なリズムとアンサンブルで演奏
するほか、スタンダードナンバーも織り交ぜる。入
場料：Bar $40 Table $50
詳 細 は https://www.birdlandjazz.com/tm-event/
junko-yagami-pop-meets-jazz-on-route-66/

　

Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
活
動
す
る
ピ

ア
ニ
ス
ト
、
木
川
貴
幸
が
11
月

７
日
（
土
）
午
後
７
時
か
ら
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
グ
リ
ニ
ッ

ジ
・
ハ
ウ
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

ス
ク
ー
ル
（
バ
ロ
ウ
通
り
46
番

地
）
に
て
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の

《
前
奏
曲
集
》第
１
巻
・
第
２
巻
、

全
24
曲
を
演
奏
す
る
特
別
リ
サ

イ
タ
ル
を
開
催
す
る
。

　

今
回
は
同
ス
ク
ー
ル
の
現
在

の
校
舎
で
行
わ
れ
る
木
川
の
最

後
の
リ
サ
イ
タ
ル
と
な
る
。
同

校
は
１
２
０
年
を
超
え
る
歴
史

を
持
ち
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
や

エ
ド
ガ
ー
・
ヴ
ァ
レ
ー
ズ
を
は

じ
め
と
す
る
著
名
な
作
曲
家
た

ち
が
、
自
ら
の
作
品
を
発
表
し

て
き
た
Ｎ
Ｙ
の
音
楽
史
に
お
い

て
も
重
要
な
場
所
の
一
つ
。
新

た
な
場
所
へ
の
移
転
を
控
え
た

現
在
の
校
舎
で
、
そ
の
歴
史
を

祝
う
と
と
も
に
、
別
れ
を
告
げ

る
演
奏
会
と
な
る
。

　

入
場
料
は
28
ド
ル
52
セ
ン

ト
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は

Taka Kigawa- Debussy's 
Complete Préludes Tickets, 
Saturday, November7• 
7PM-9PM -Eventbrite

を
参

照
す
る
。

木川貴幸
特別リサイタル11月７日

野
田
正
明
展
始
ま
る

Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

野
田
の
作
品
に
見
入
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
篠
原
有
司
男

左
か
ら
Ｎ
Ｙ
ギ
リ
シ
ャ
協
会
カ
ツ
ォ
ス
会
長
、
片
平
大
使
、
野
田

さ
ん
、
美
術
弁
護
士
シ
ュ
ガ
ー
マ
ン
氏
、
写
真
家
ヤ
ク
メ
ロ
ス
氏 　

Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西

23
丁
目
５
１
５
番
地
）
で
11
月

5
日
ま
で
、
野
田
正
明
の
個
展

「FROM FORM TO FORCE

」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
本
展
の

た
め
に
制
作
さ
れ
た
鋳
造
ス
テ

ン
レ
ス
・
ス
チ
ー
ル
の
彫
刻
と

絵
画
の
新
作
を
中
心
に
、
70
年

代
の
版
画
に
は
じ
ま
る
約
半
世

紀
の
画
業
を
通
覧
す
る
も
の
。

７
日
と
８
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
片
平
聡

大
使
や
、
篠
原
有
司
男
、
依
田

寿
久
、
中
川
直
人
ら
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
在
住
の
大
勢
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
仲
間
が
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
た
。

　

野
田
は
１
９
４
９
年
広
島
県

福
山
市
生
ま
れ
。
77
年
に
来
米

し
、
２
０
０
０
年
代
以
降
、
鏡

面
の
ス
テ
ン
レ
ス
・
ス
チ
ー
ル

を
主
要
な
素
材
と
し
曲
面
が
周

囲
の
空
と
建
築
を
映
し
込
む
角

度
を
決
定
し
て
い
く
方
法
を
築

い
た
。
ま
た
、
小
泉
八
雲
（
ラ

フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
の
ギ

リ
シ
ャ
と
松
江
市
と
を
彫
刻
芸

術
で
結
ぶ
活
動
も
続
け
、
そ
れ

に
よ
り
23
年
に
ギ
リ
シ
ャ
共
和

国
よ
り
「
名
誉
勲
章 

金
十
字

章
」
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

https://www.samuraimama.com/
https://www.wegmans.com/events/wegmans-sushi-fest?cid=2026_SushiFest_KOP:aw:ow:qr:ow:2g:Easelback:
https://www.chaanteahouse.com
https://ohny.org/festival
https://halloween-nyc.com
https://unitedpalace.boletosexpress.com/
https://www.setsugekkany.com
https://nycwff.org/
https://www.thehighline.org/events/stargazing/
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/senri-oe-trio/
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/junko-yagami-pop-meets-jazz-on-route-66/



